












その後， 平成4年4月17日開催の評議会で， 4年一貫教育の実施， 教養部教官の学部等
べの分属等答申の骨子を理解し， 具体化に向けて審議を進めることについて確認がなされ
ました。 また， 各学部での検討に加え， 主としてカリキュラム関係は新設された新教育課
程実施委員会で検討審議されて参りました。 さらに， 概算要求に当たり母体を持たないセ
ンタ一関係については， 引き続き富山大学大学教育改善検討委員会に検討を依頼すること
が了承されました。一方， 各学部， 教養部で、調整が必要な点については， 評議会内に設け
られた幹事会で事前に協議を行い， その結果を評議会に諮ることが認められました。
大学設置基準の大綱化に伴い， 現在， 各大学では教育の改革に取り組んでおり， ごく一





























































4 . 3 .  26 臨時評議会 O富山大学大学教育改善検討委員会か ら「富山大学 に お け る
教育 の改革 に つ いて」 （答申） が提出 さ れ， 次回評議会 で
平成 5 年度概算要求 に向 けて本学 と し て の教育改善 の方針
を定め る た め， 各部局教授会 で審議す る こ と が了承さ れ る 。
O答申の 具体化の検討， 部局間 の調整及 び概算要求の事前調
整 に当た る た め， 評議会 に幹事会 を設置す る こ と が了承 さ
れ る 。
4 .  4 .  1 7 評 議 会 0 4 年一貫教育 の実施， 教養部教宮の学部等への分属等の骨
子を理解 し ， 審議を進 め る こ と が確認 さ れ る 。
0平成 5 年度概算要求 に向 けて， 具体的 に詰め る 必要があ る
こ と か ら ， 引 き 続 き 大学教育改善検討委員会に検討を依頼
す る こ と が了承さ れ る 。
4. 5 .  1 臨時評議会 O幹事会報告
「教養部教官 の各学部への配置換 に つ い て ， 教養部教官 の
意向調査等を踏ま えて調整 し ， 各学部が概算要求 に向け て
構想を練 る た め の 目標数値 につ いて協議 し た」旨報告 さ れ
る 。
4 .  5 .  1 5 評 議 会 O平成 5 年 4 月 か ら 4 年一貫教育を実施す る た め の新教育課
程 に つ い て具体的検討を行 う こ と を 目 的 と す る 「新教育課
程実施委員会」 を設置す る こ と が了承さ れ る 。
0 「新教育課程実施委員会規則」 が承認 さ れ る 。
c今 （同規則， 委員名簿は， 63, 70頁参照）
4 . 6 . 9 臨時評議会 O幹事会報告
「平成 5 年度概算要求 に向 け て の各学部等の 改革構想案 と
教養部教官 の各学部への配置換数 に つ い て調整 し， 最終確
認を行った」 旨報告 さ れ る 。
0平成 5 年度歳 出概算要求事項 （部局別内訳添付） が承認 さ
れ る 。
亡コ＞ （大学教育改革関連事項は， 5頁参照）
な お， 今後， 文部省との折衝過程 に お いて， 構想等 の 見
直しが必要 と な っ た場合， 本旨の変更以外は， 幹事会 で検
討調整す る こ と が了 承 さ れ る 。
4 . 6 .  26 評 議 会 O幹事会報告
「文部省か ら 指示 の あ っ た ， 本学教育改革 に伴 う 本学の理
念， 学部・学科 の履修等につ い て の大学教育改善検討委員
会 に お け る 検討結果 の報告を受 け た 」 旨報告 さ れ る 。
「関連 し て， 教養科 目 ・共通基礎科 目 の教育過程を ， ま だ
決めて い な い学部 は， こ の報告を基に早急 に作成す る こ と
と し た」 旨報告 さ れ る 。
一一 4 . 6 . 29 「平成 5 年度概算要求書」 を 文部省に提出 し た 。 －－
4 .  7 .  17 評 議 会 O幹事会報告
「平成 5 年度概算要求に係 る ， 「各種 の セ ン ター構想」 の
う ち ， 要求母体 の な いセ ン ターにつ い て の今後の対応 は，
大学教育改善検討委員会で検討し 幹事会で調整す る こ と ，
ま た， セ ン ターへの配置換予定の教養部教官 に つ い て は，
セ ン ター設置が困難な場合 の配置換先学部 に つ いて， 教養
部で当該教官の意向を踏 ま え ， 関係学部 と 協議す る こ と と
し た 」 旨報告 さ れ る 。
0新教育課程実施委員会報告
(1) 「平成 5 年 4月 か ら 4 年一貫教育実施の た め 「富山大
学教育課程編成方針」 を決定 し ， 次の事頁がE髭忍 さ れた」
旨報告 さ れ る O
亡コ〉（教育課程編成方針は， 6頁参照）
①富山大学 の教育 目 標 に つ い て は， 今後 し か る べ き 機関
で， 改 め て検討を行 う 。
②専門基礎科 目 について は， 当該学部の教官を も っ て担
当で き な い科 目 があ る 場合 は， 全学で協力す る 。
こ の場合 の担当 も本務 と して位置付 け る 。
③学部 の意向に よ り ， 各科目の単位数 は， 今後更 に変更
す る こ と も あ り 得 る 。
④本委員会 は， 早急 に全学教官に対 し ， 教養教育担当 に
関す る意向調査 を行 う 。
(2) 「新教育課程実施委員会 に ， 授業を開講す る た め の具
体的作業を進 め る た め， 部会及 び分科会を設 け る 内規を
ワ臼
制定 し た」 旨報告 さ れ る 。
亡ヰ〉（同内規は， 64頁参照）
一一一 4 . 8. 3 1  「平成5年度文部省所管概算要求書」が大蔵省に提出される。 －－
4 .  9. 1 1 評 議 会 O大学教育改善関連概算要求 に関 し て， 文部省か ら 大蔵省に
提出 さ れ た概要につ い て， 報告 さ れ る o
cゴ＞（大蔵省に提出された大学教育改革関連概算要求の概要
は、40頁参照）
関連 し て， 次 の よ う な説明 が あ っ た 。
(1) セ ン タ ー の配置換予定 の教官につ い て は， その後の
教養部 と 関係学部 と の協議結果を踏 ま え た 内容の も の
が， 大蔵省に提出さ れて い る こ と 。
(2) 教養部教授会で は， 各教官の配置換に係 る 意向の最
終確認 がな さ れ た こ と 。
0各学部で は， 本改革案が政府予算 と し て認め ら れ る こ と を
前提に， 教養部教官受入れ（配置換） につ いて， 教授会で確
認す る こ と が了承 さ れ る 。
0本改革関連概算要求が， 大蔵省に提出さ れ た こ と に かん が
み， 早急 に
(1） 教養教育 の実施組織
(2） 新教育課程実施 に伴 う 学内関係規則等の改正
(3) 現教養部学生の新制度への移行措置
等につ い て， 検討す る た め の委員会を設置す る こ と が了承
さ れ る 。
0新教育課程実施委員会報告
(1) 教養教育担当 に関す る意向調査 に つ い て は， ほぼ全教
官か ら回答があ っ た が， な お， 一部未提出者分 を含め早
急に調整す る こ と 。
(2) 「富山大学教育課程編成方針」 を基本 と し ， 時間割原
案を作成 し た ので， 各学部で は こ れを基 に専門科 目 の 割
振 り を行 う こ と 。
(3) 各教科部ご と の連絡会議を開催 し ， 必要 な調整を行 う
こ と 。
4. 9. 2 5 臨時評議会 O教養部教官の移行学部の確認
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教養部教授会で最終確認 さ れ た と お り ， 受入れ （配置換〉
が各学部教授会で も 確認 さ れた こ と か ら ， 評議会 と し て
も こ れが確認 さ れ る 。
＝ゴ〉（平成5 年度政府予算成立後における教養部教官の学部分
属先は， 41頁参照）
0 「富山大学教育改革整備委員会規則」 が承認 さ れ る 。
亡今（同規則， 委員名簿は， 67, 75頁参照）
4. 10. 14 評 議 会 O教養部教官の移行後 に お け る ， 各学部 の教官配置構想 （10





物学科 ｜ ｜ （入学定員35人，2大講座，、教官12人，※2人）
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2. 平成5年度概算要求の概要
平成 5 年度概算要求事項部局別内訳表 （大学教育改革関連）










教育学部 経 済 学部分 人文 学部
人文学科
（入学定員 70人 ， 3大講座 ， 教官26人 ， ※11人）
際文化学科｜ ｜ 
（入学定員 40人，2大講座，教官15人，※4人）
読書文化学科 ｜ ｜ 
（入学定員95人，3大講座，教官35人，※15人）
理学部 工学 部 教 養 部｜ 保健管理tンチ｜ 情報処理t/9- 北ノ、 通 備 考
F同U

3 . 富 山 大学教育課程編成方針 （平成4.7 .14 新教育課程実施委員会決定 ）
（平成 4 年 7 月17 日 評議会報告の資料）
富山大学 に お け る 4年一貫教育を実施す る た め、教育課程 （専門教育を除 く 。 〉 の編成
及 び履修方法に関す る 基本的事項を次の と お り と す る 。
I . 改革 の基本方針
1 ｜富山大学の教育白面
大学教育の基本的 目 的 は， 「学術の中心 と し て， 広 く 知識を授 け る と と も に ， 深 く 専門
の学芸を教授研究 し ， 知的， 道徳的及 び応用的能力を展開 さ せ る こ と 。 」 （学校教育法第
52条） で あ る 。 こ の 目 的を実現す る た め， 教育課程編成 の基本 は ， ①そ の専攻に関わ る 専
門的学芸 ・ 技術を修得 さ せ る た め の 「授業科 目を開設 し ， 体系的に教育課程を編成す る 。 」
（大学設置基準第四条） こ と で あ り ， ②同時に「幅広 く 深 い教養及 び総合的 な判断力を培
い， 豊か な 人間性を酒養す る O 」 （同第19条第 2 項） こ と であ る 。
富山大学 は， こ の 前提の も と に， 総合大学 と し て全学 に共通す る 教育理念， 教育 目標を
次 の よ う に設定 し て い る 。
大学 に 入学す る 学生 は， 質的 に多様化 し て い る 。 富山大学 は， こ れ ら 多様な学生 の そ れ
ぞれ の個性を伸ば し ， そ の 資質を生か し ， 将来， 社会で指導的立場につ く べ き 有為の人材
を養成す る こ と を 目 的 と し 大学教育 の根底に， 将来 に向 け て変わ る こ と の な い価値観 と
し て の 「高度 の倫理観 に基づ く 豊か な 人間性を培 う 』 と い う 理念を置 き ， そ の専門分野の
如何 に か かわ らず， 人間の価値観や生 き 方の 多様性を知 り ， 理性 に支え られた社会的使命
感を持たせ る た め の教育を行 う 。
現代社会 にまさ に， 激動す る社会であ り ， 国際化 ・ 情報化 と と も に学問 ・ 科学 ・ 技術 ・
芸術 の急速な発展の中に あ る 社会であ る が， 専門教育 に よ る 高 い専門的知識や技術を持 っ
て い て も ， 広い視野 と 豊か な 人間性を持 っ て い な い 限 り ， こ う し た社会の変動 に的確な対
応能力を身に付 け る こ と はで き な い。
上述 の能力の養成は， 大学教育 の根底 に あ る 理念で あ る が， そ の実現 は各学部の 個 々 の
専門教育 に お い て の みで は困難であ り ， 4年一貫教育の中で， 全学 の教官が， それぞれの
専門分野を生かして担当す る教養教育を重視す る こ と に よって実現 さ せ る も のであ る 。
常に発展す る 科学技術や諸科学 の進歩に対応 し て， 専門教育 に つ い て は， 専門知識 ・ 技
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術を も っ た人材を養成す る こ と は勿論であ る が， 上述 の理念、を 欠 い た単な る 学問的知識 や
技術の教育のみに よ っ て， 環境問題や社会 の歪みに対す る総合的判断能力を失わせ る結果
と な っ てはな ら ず， 常 に批判的問題意識を持ち自主的な判断能力を も っ た人材を 養成す る
こ と を 目 標 と す る 。
時流 に乗 っ た知識や技術は， 社会 の急速な変化 に よ っ て， 瞬時に無用 の も の と な り かね
ない。 富山大学 と し ては， 大学教育の 目 標は， 真理 の探究 と 共 に専門教育 に お い て も基礎
的な知識 ・ 技術を十分 に持 っ て， 流動す る 社会 や科学 ・ 技術に対 し て， 問題解決力を も ち，
創造力を持 っ た人材を養成す る こ と で あ る 。
（注） 教育 目 標に つ い ては， 平成 4 年 7月 1 7 日 開催の評議会 に お いて， 今後 し か る
べ き 機関 （平成 4. 1 0. 14設置 さ れた富山大学教育改革整備委員 会 ） で検討
す る こ と が確認 さ れて い る 。
2. r現行における教育課程及び教育研究蹴｜
富山大学では， 教養教育 （一般教育科 目 ・ 外国語科 目 ・ 保健体育科 目 ） を担当す る 教養
部教育 と 専門教育を担当す る 学部教育 に分離し 前者を入学後 1 年半， 後者を そ の後の 2
年半 と す る い わ ゆ る 『横割』制 を実施 し て き た。 し か し ， 当初の高 いI_E思に も かかわ らず，
次の(1 ）か ら （7 ） ま で に掲げ る理由か仏教養教育 と 専門教育の有機的関連 の欠如を改善 し 得
ぬま ま 今 日 に至 っ て い る 。
(1) 従来 の一般教育科 目 には専門基礎的科 目 が含ま れ て い る が， 教養教育 と 専門教育は別
の組織 に よ っ て分担 さ れて い る た め， 専門基礎的科 目 の専門教育 と の連続性や， 教育水
準への配慮が十分でな く ， 効果的 ・ 能率的教育課程の編成を困難 に し て い る 。
(2) 近 年の科学 ・ 技術の急速な発展 の た め ， 専門教育の内容が高度化 ・ 多様化 し ， ま す ま
す， 4 年一貫教育 に よ る 基礎か ら の積み上げが必要 にな っ て い る が， 従来 の後期 2 年半
のみの課程では十分な教育 が不可能 にな っ て い る O
(3） 学生に と っ て入学後 1 年半は専門教育 と 接す る 機会がな く ， そ の た め， 学習意欲を早
期 に失 う も の も一部 に あ り ， ま た， 『横割J制の た め， 教養部 に お いて， 何 ら かの事情
で僅か数単位履修不足 があ っ て も 留年せざ る を得ず， 途中挫折の学生が発生す る一因を
な し て い る 。
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(4） 教養部学生の第 3 期 目 （ 2 年前期） は， 現状では開設授業科 目 が少な く な っ て お り ，
4 年間 を通 じ て の受講が不均衡にな っ て い る 。
(5） 教養教育 と 専門教育は別 々 の担当教官に よ っ て固定的 に分担 さ れて い る た め， 全学的
に教官層に お い てす ら ， 教養部教育 を学部教育の準備期間視 し ， そ れ がひ い ては教養教
育を一段低 いレベルの教育 と 見 る 風潮を醸成 し ， 教養教育の も つ意義 が ま す ま す軽視 さ
れ る f頃向 に あ る 。
(6) 社会一般 に おけ る 誤解か ら教養教育 が高校の繰 り 返しであ る と の先入観があ り ， 学生
も 教養教育 に おけ る 一般教育科 目 等の名称 （歴史学， 化学等） か ら高校教育の繰 り 返し
と の印象を も つ に至 り ， 受講前に忌避す る 傾向が見 ら れ る 。 そ の結果， 教養教育の重要
性が学生 に理解 さ れず， 教養教育は多分 に強制的 ・ 義務的な も の と 受け取 ら れ て， 教養
部教官の努力 に も か かわ ら ず， 教養教育は空洞化 ・ 形式化す る き ら い も 否定で き な い 。
(7) 近 年外国人留学生が増大 し て い る が， 富山大学で は大学院の留学生に比べて， 特に学
部入学生が多 い が， そ れ ら留学生 に対 し て， 現教養部 では， 修学指導 ・ 生活指導等そ の
対応が困難にな っ て い る 。
3. r改 善 策｜
上記 の実情 に対応す る と と も に ， 流動す る 現代社会に求め ら れ る 有能な人材養成 と い う
大学 の果すべ き 社会的役割への認識に基づ き ， 教育改善 に つ いて， 次 の よ う な基本的な方
針の も と に本学の改革を推進す る こ と に し た 。
(1) 教育課程 と 教育内容 の改革
1 ） 従来の一般教育課程 （教養教育担当） と 専門教育課程 （専門教育担当） の区分を廃
止す る 。 そ れ に よ っ て教養教育 と 専門教育 と の相関性が有効 に生か さ れ， そ れぞれの
教育の一貫性 と 連続性が達成 さ れ， 大学教育 の活性化 ・ 効率化 ・ 高度化を図 る 4 年一
貫教育体制が可能 と な る 。 ま た ， 学生が入学時か ら 各学部 に所属す る こ と は， 学生の
専門意識を刺激 し ， 学習意欲を 高 め る ほか， 入学時か ら 修学や厚生補導につ いて の き
め細かな対応 も 図れ る 。
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2 ） 従来 の一般教育科 目 と 専門教育科目 か ら専門基礎的科 目 を独立 さ せて， 授業科 目 の
区分， 単位数及 び履修年次毎 の配分を根本的に見直す 。 ま た， 一般教育科 目 の 内容を
全面的 に見直 し， 全学教官の参画 に よ っ て， 斬新かっ 個性的な授業科 目 を 開講 し ， ま
に 特色 あ る 総合科 目 を充実 さ せ る 。
こ れ に よ っ て， 教養教育の そ の本来の意義を生かす も の と す る 。 変動 の激 し い現代
社会は， 深い専門知識や技能を持つ のみでな く ， 変動 に常に対応 し う る 基礎的学力 と
高 い教養を も 持 っ た人材が養成で き る 。
3 ） 国際化時代を迎え て外国語教育 の必要性はま す ま す増加 し， そ の充実が要請さ れて
い る 。 今後は量 よ り 質を重視し 必修単位数は若干減少 さ せ， そ れ ぞれ の学生が， そ
れぞれの志望 に 合わせて ， 従来以上の単位取得の途を開 き ， ま た各学部 に お い て外書
講読を よ り 積極的 に行 う など， 外国語を スキノレ と し て必要 と す る 学生に対 し て， 授業
内容の 多様化を考え る 。
4 ） 現代 に おけ る 基礎的な技量 と し て 不可欠 の， 情報科学の基礎的知識及 び数値計算の
基礎技術を修得 さ せ る た め， 情報処理能力 を酒養す る 授業科 目 と し て情報処理科 目 を
全学部 の学生向け に開設す る 。
5 ） 日 本語 の 表現力を緬養す る た め， ま た， 必要な場合， 古典的文献の読み方， 文献の
検索や収集方法の指導を行 う た め， 授業科 目 と し て， 言語表現科目 を新たに開設す る 。
6 ） 全学教官の参加に よ り ， 一年次か ら可能な限 り 少人数教育が出来 る 体制 を つ く る O
こ れ に よ り ， 学生は入学当初か ら ， よ り 密接に教官 と の接触が得 ら れ， 学習面は も と
よ り ， 全人教育化が可能 と な る 。
(2) 学内組織の改革
1 ) 4 年一貫教育を実現す る た め教養部は廃止す る 。 教官組織の二重構造を避ける ため，
一般教育担当 の専任教官は設けず， 現教養部所属教官は， そ の専門令頁或に応 じ て学部 ・
セ ン タ 一等に配置換え をし 教育研究の一層の充実 ・ 発展 に寄与す る 。
2 ） 各学部等は， 専門的教育研究組織 の拡充 ・ 学際的研究 の推進， 少人数教育 の実施等
の た め， 現教養部教官を加え， 教育研究機能の一層の充実 ・ 発展を図 る 。
ア ． 人文学部は， 既存の 人文学科， 語学文学科を「人文学科」 ， 「国際文化学科」 ，
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「言語文化学科」 に改組 し ， 大講座制 を採用す る 。
イ ． 教育学部は， 既存の教員養成課程及 び情報教育課程を拡充す る O
ウ ． 経済学部は， 修士講座の整備を行 う 口
エ ． 理学部は， 学科改組 し， 「生物園環境科学科」 を設け， さ ら に， 理学部全体を大
講座に拡充す る 。
オ． 工学部は， 修士講座の増設及 び整備 を行 う 。
3 ） 学術研究の進展や社会 の変化， 国際化， 情報化等に対応 し ， 教育研究の一層の充実
を図 る た め， 次 の セ ン タ 一等を設置す る 。
ア ． 「大学教育研究 セ ン タ ー」 及び「大学教育委員会」 の設置
全学 に共通す る 授業の 企画立案 と 評価， 本学 に お け る 大学教育 の 基礎的研究， 大
学教育 に関す る 文献 ・ 資料 ・ 情報 の収集整理， カ リ キュ ラ ム ， 教育方法 ・ 教材等 の
研究開発等， 大学教育 に 関す る 専門的研究機関 と し て「大学教育研究セ ン タ ー」 を
設置す る 。
「大学教育委員会」 は， 大学教育研究セ ン タ ーか ら 必要な情報等を受け つ つ ， 本
学の教育方針 に関す る 基本的事項， 教育課程の編成及 び履修方法 に関す る 基本的事
項， 全学 に共通す る 授業 の計画， 履修方法， 教官の配置及び、時間割等につ い て の 全
学的な調整， 教育体制 の点検 ・ 改善， 大学教育 に関す る 将来計画等 につ い て審議を
イ丁つ。
イ ． 「健康 ス ポーツ科学 セ ン タ ー」 の設置
科学技術の高度化， 国際化， 情報化等， 急激な生活環境の変化や， 大学受験等 に
伴 う 心身 の疲労等か ら ， 医学的障害を起 こ す学生が増加等の傾向 に あ る 。
ま た， 学生 の精神的未熟 に よ る 無気力， 学生生活不適応者 もふえ つ つ あ り ， こ れ
ら への専門的な対応の 強化が必要 と な っ て い る 。
一方 では， 地域社会人の心身 の健康 に対す る 関心の高ま り や， こ れ を反映 し て ス
ポーツに対す る 関心 も 増大 し ， 大学に対す る心身の健康に関す る 研究の還元や課外
ス ポーツへ の指導等 に つ い て の期待 もふえて い る 。
よ っ て， こ の よ う な問題点を勘案し 健康 ス ポーツ教育研究に専門的 に携 っ て き
た教養部保健体育科 と 全学 の保健管理業務及び健康教育を担 っ て き た保健管理セン
タ ーを統合一元化 し た「健康 ス ポーツ科学 セ ン タ ーJを設置す る 。
ウ ． 「国際交流セ ン タ ー」 の設置
近 年， 教育研究を めぐる 国際交流の進展は 目覚ま しい も の があ り ， 今 日 のわが国
の著 し い経済成長， 卓越した科学技術力等か ら勘案す れば， 今後交流は， さ ら に加
nu tEi 
速的 に増加す る と 推定 さ れ る 。
よ って， 外国人研究者 と の 国際交流の推進， 外国人留学生の受け入れ体制 の整備
等を根幹 と し た組織 と そ の施設 ・ 設備 と し て 「国際交流セ ン タ ー」 を設置す る O
エ． 「生涯学習教育研究 セ ン タ ー」 の設置
科学技術の急速な進展 に 伴 い ， 技術革新が進むなかで， 社会人 の知識 ・技術を学
習す る 必要性が生 じ る 一方， 所得水準の向上， 自 由時間 の増大等か ら ， ゆ と り の時
間が増加 し ， 生涯学習へ向けて の社会的 ニーズは， 大 き な高 ま り を 見せ て い る 。
と り わけ， 富山県は， 県民の学習への関心 と 意欲 の高 い こ と で知 ら れて い る 。
よ っ て， 生涯学習社会の到来に伴う時代の要請， さ ら に地域住民 の要望を も 踏 ま
え， 本学が こ れ ま で蓄積 し た教育 ・ 研究 の成果を生涯教育の研究 と 教育実践 に役立
て広く貢献す る こ と を 目 的 に「生涯学習教育研究 セ ン タ ー」 を設置す る O
オ． 「総合情報処理 セ ン タ ー」 の設置
急速に高度化 ・ 多様化 し つ つ あ る 情報シ ス テ ム と そ のシ ス テ ム 資源の有効活用 を
図 り ， 学術研究の た め の文献情報 や実験 ・ 観測 ・ 調査デー タ 等のデー タ ベー ス の整
備 ・ 拡充及 び活用 を 目 的 と し た「総合情報処理 セ ン タ ー」 を設置す る 。
なお， 同 セ ン タ ーの設置 に よ り ， 研究活動 に必要な情報処理サー ビ ス 及 び改革 の
一環 と し て新設 さ れ た「情報処理科 目 」 の実施が可能 と な り ， 学術的な研究成果 の
向上 に貢献で き る ほか， 高度情報化社会 に対応で き る 人材の養成に向けて格段の成




( 1 )  新 し い授業科 目 区分 と 実施方法
現行制度が抱え る 諸問題を解決す る た め に， 現行教育課程全体の授業科 目 及 びそ の
実施方法を次 の よ う に 改正す る 。
(a） 現行の専門教育科 目 を専門科 目 と 改称 し ， そ の 中 に 専攻科目 と 専門基礎科 目
を新設す る 。 後者は現在一般教育科 目 と し て行われて い る 科 目 の 内 の専門基礎的な
科 目 と 現行専門教育科 目 の 中 の基礎的な科 目 を 統合 し た も の で， 専門教育 の高度化
を実現す る た め に専門科 目 と し てl 年次か ら 開講す る 。
(b) 一方， 現行の一般教育課程の科目 を教養科 目 と 共通基礎科 目 に二分 し ， 教養科 目
と し て教養原論 と 総合科 目 を置 く 。 ま た共通基礎科 目 の 中 に， 従来の外国語科 目 と
保健体育科 目 の ほ か に， 情報処理科 目 と 言語表現科 目 を新設す る 。 こ れ ら の教養教
育は， 1 年次か ら 3 , 4 年次 に か け て専門教育 と 有機的に連動 さ せ て実施す る 。
(c) 学術 ・ 科学技術の高度化 に伴 い専門科 目 を充実 し ， 学部 に よ っ ては履修単位数を
増やす必要 に迫 ら れ て い る 。 こ の た め， 教養教育の履修単位数の 減少は避 け ら れな
い状況 に あ る O 一方では新 た に情報処理科 目 や言語表現科 目 の 開設 も 必要 と し て い
る 。 こ う し た教養教育 に と っ て の物理的制限に対処す る 方策 と し ては， 専門教育 と
の有機的関連性を密に す る こ と 及 び知的好奇心を促す こ と に配慮す る な ど授業内容
の充実を図 る と と も に， 少人数教育を行い， 4 年一貫教育を導入す る こ と に よ り ，
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(2) 授業科 目 の 内容及 び実施方針
新 カ リ キュ ラ ム に おけ る 授業科 目 の 内容 と 実施方法の骨子は次の よ う な も ので あ る O
専門科 目 専門的な知識 ・技術を 修得 さ せ る 科 目 。 専攻科 目 と 専門基礎科 目 に分
け， カ リ キュ ラ ム 上で教養科 目 及 び共通基礎科 目 と 有機的に連係 さ せ て
実施す る 。
専攻科 目 高度な専門的知識 ・技術を修得 さ せ る 科 目 。 各学部で実施す る が，
必要な場合， 複数学部 の共同 で開講す る こ と も あ る 。
専門基礎科 目 専攻科 目 履修 の た め の基礎的な知識 ・技術を 修得 さ せ る 科 目 （学
部共通 の基礎科 目 と す る こ と も で き る ） 。 現行一般教育科 目 と し て
行われて い る 科 目 の 内 で専門基礎的な科 目 及び現行専門教育科 目 の
中 の基礎的な科 目 。 特 に教育上必要な学科 （課程） ・学部 に あ っ て
は講座の研究内容や専門研究分野の動向の紹介 も 兼ね る O 1 年次か
円J1i 
ら 当該学部 で実施する。 た だし， 実施 に当た っ ては， 教養科 目 と 共
通基礎科 目 の場合 に 準 じ た扱い と し， 全学部が協力する も の と する。
（なお， 専門基礎科目新設 の趣旨， 教育効果， 具体例 に つ い て は次
項（3), (a）参照）
教養科目 幅広 く 深い教養及 び総合的な判断力 を培い， 豊かな人間性を酒養する
た め の科目。 主 と して専門外領域や学際的領域に関する講義。 1 年次か




現行一般教育科目 （ 3 分野） に該当するが， 個別科目を併置する
従来の方式を根本的 に 見直し， 人文 ・ 社会 ・ 自 然、の諸科学 に つ い て
最先端の 問題状況や研究課題に照して 内容を精選 ・ 再編し， 専門を
異 に する学生 に と っ て も 興味， 関心を持てるよ う なテ ー マを取 り 上
げなが ら ， 各分野諸科学 の考え方や全体像及 び現代的意義 が習得で
き るよ う な も の と する。 富山大学の学科 （課程） ・ 講座 ・ 教官の特
色を生かした原論 を教授する。 ま た， そ の場合， 現行の教養部ゼ ミ
に似た少人数のゼ ミ 形式の授業 も 開講する も の と するO なお， 履修
さ せる系列 と そ の単位数は各学部 で定める。 ま た ， 外国人留学生の
場合， 日 本事情 （ 6 単位開講） を当てる こ と がで き る も の と する。
なお， 具体的な主題名， 授業科目につ い てはII . 3 及 び 4 参照。
現行 の総合科 目 を 発展的に踏襲した科 目 で， 「環境問題」 や「情
報化社会」 など， 人文 ・ 社会 ・ 自 然 （工学） の 各分野を横断する学
際 的 テ ー マや時事的 テ ー マ， あるいは富山 の地域性を反映した テ ー
マな ど， よ り 総合的なア プローチ を必要 と するテ ー マを選んで， そ
れぞれ複数 の教官 に よ っ て開講する。 授業は， 専門の異なる複数 の
教官が統一の テ ー マで実施し， 最後 に総合討論形式の授業で締め く
く るよ う に するO こ の よ う に授業形式の多様化を図 り つ つ ， 大学 の
特色を生かした多彩な授業科目 と する。 当面， 1 1 の授業科 目 ， 55コ
マを 開講する。 （なお， 具体的な授業科 目 名及び内容につ いてはII .
5 参照）
必uτ噌EA
共通基礎科 目 外国語 （含 ： 会話） ， 保健体育， 情報処理 （含 ： コ ン ピュー タ 操
作） ， 文章表現な ど， 専門科 目 を履修す る う え で， ま た社会生活を送
る う え で必要な基礎的な技法 （ ス キル） を全学部生 に共通して修得 さ
せ る 科 目 。 主 と してし 2 年次 に 開講す る 。 共通基礎科 目 と して外国
語科 目 ， 保健体育科 目 ， 情報処理科 目 ， 言語表現科 目 を置く。
現行の外国語科 目 を発展的 に継承す る O 授業科 目 は英語 ・ ドイ ツ外国語科 目
語 ・ フ ラ ン ス 語 ・ 中 国語 ・ ロシア語 ・ 朝鮮語 ・ ラ テ ン 語 ・ 日 本語
（留学生用 ） と す る 。 授業形態を創意工夫し， 例 えば， 外 国語 を ス
キノレ と して必要 と して い る 学生の た め に， 授業内容を 多様化す る 。
ま た， 授業 は可及的に 少人数 （ 1 ク ラ ス 50人程度） で行 う も の と す
る 。 （ 外国語教育 の改善点につ い て はII . 1 .  (3) .  (d）参照）
保健体育科 目 現行の保健体育科 目 を発展的に継承した科目 。 健康管理及 び体力
増進を 目 的 と す る 科目 。 健康 ス ポ ー ツ科学 セ ン タ ー （新設） が中心
と な っ て， 関係教官が多彩な メ ニュ ー に基づ い て実施す る O （保健
体育教育 の改善点につ い て は， II . 1.(3) . ( e）参照）
情報処理科 目 情報科学 の基礎知識及 び数値計算の基礎技術を全学部生 に修得さ
せ る 科 目 。 情報処理 セ ン タ ー の充実 （総合情報処理 セ ン タ ー化） に
よ り ， 同セ ン タ ー を 中心に 約20名の関係教官に よ り 実施す る 。
言語表現科目 日 本語の正確で豊かな表現力 （作文 ・ 会話 ・ 発表 ・ 討議） を函養
す る 科 目 。 ま た ， 必要な場合， 古典的文献の読み方， 文献の検索や
収集の 方法な どの指導 も 行 う 。 関係教官を 中心にしてマニュアルを
編集し， 日本語表現 に関心を も っ て い る 教官が実施す る も の と す る 。
(3) 授業科 目 区分及 び実施方法の改正の趣旨及び期待 さ れ る 教育効果
(a) 専門基礎科 目 新設の趣旨及び教育効果
現行の一般教育科 目 の 中 に は， 専門教育 の基礎的な科 目 （例 ： 理学部学生 に と っ
て の数学や物理実験な ど〉 が含 ま れ て お り ， 他方， 専門教育科 目 の 中 に も 基礎的な
科 目 が開講 さ れて い る 。 現行制度で は， こ れ ら は教養部 と 各学部 に お い て， ほ と ん
ど調整 さ れず個別 に実施 さ れて き た が， そ の た め に重複開講 に よ っ て 人的 ・ 財政的
な無駄 が生 じ た り ， 逆 に ， 両者 の水準が軍離して い る （通常 は学部の水準が高 い 〉
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ために， 学部進級後 に学習困難に陥る こ と も あ っ た 。 ま た， 多くの学生 は， 一般教
育科 目 の基礎的科 目 が専門教育科 目 の学習 に と っ て ， いかな る 意義を持っ かが理解
できず， や や も す れば安易に履修す る き ら い が あ る O
こ れ ら の 問題 を解決す る ために， 現行一般教育科目の専門基礎的科目 と 現行専門
教育科 目 の基礎的科目を整理 し ， 統合 し た専門基礎科 目 を専門科目の中 に設定 し，
各学部（必要な場合， 複数学部 の協力） に よ っ て， 主 と し て 1 年次 に開講す る こ と
に す る 。 こ れ に よ っ て 従来の「二重投資」が省かれ る と と も に， よ り 高度な専門教
育 が達成でき る 。








専 門 基 礎 科 目
経済学科：必修：選択 経営法学科j必修：選択
経済学I 4 法学 I 4 
経済学E 4 法学 E 4 
基礎統計 4 
経済数学 4 
16: 。 s: 。学…学理一会地一社学一学理一会地一社
［補足説明］経済学部 に おけ る 専門基礎科 目 設定の趣 旨 と 教育効果
こ れ ま で， 教養部 に お い て は， 経済学部 に おけ る専門教育科目に関連す る 一般教養
科目 と し て， 「法学（法学， 日 本国憲法） J ' 「経済学」 ， 「統計学」等の授業が行
われて き た が， 専門教育科 目 と の関係が必ず し も 鮮明で はなく， 経済学部の学生であ
る に も か かわ ら ず， 教養部在籍中 に 「経済学」を履修 しない も の が少なくないなど，
多くの 問題点が指摘 さ れて い た。 そ こ で今回の改革を契機 に， 経済学部 と し て も ， 新
設 さ れ る 教養原論及 び総合科 目 と の連係を図 り つ つ， 4 年一貫教育の効果を最大限発























専 門 主主 礎 科 目
数 学 科 ）必修！選択 ｜ 物 理 学 科j必修j選択
解析 学 序論 I i 2 \ ｜ 微 分積分 学 I ! 2 
解析 学 序論 II i 2 : ｜微 分積分 学 II \ 2 
解析学序論演 習；2 ! ｜線形 代 数 学 ： 2 
線形代 数 学 I : 2 l ｜応 用 数 学基礎： 2 
線形代 数 学 I演習： 2 : ｜計 算 機 演 習： 2 
線形代 数 学 II : 2 ! I 
物理学序説I i i ；各2 I化学序説 I 1 f ：各2
物理 学 序 説 II J i i ｜ 化 学 序 説 II J 
物理 学 概 論 I l i ：各2 I化 学 概 論 Il : j 各2
物理 学 概 論 II J : : ｜化 学 概 論 II J 
化 学 序 説 I l : ：各2 I生 物 学 序 説 Il : j各2
化 学 序 説 II J i ’ ｜生 物 学 序 説 II J 
化 学 概 論 Il : ；各z I生 物 学 概 論 I 1 : ；各2
化 学 概 論 II J : i ｜ 生 物 学 概 論 II J 
生 物 学 序説 I l j j各2 I地球科 学序説 Il : ；各2
生 物 学 序説 II J i : ｜地球科 学序説 II J 
生 物 学 概 論 Il : j各2 I地球科 学 概論 Il : ・各2
生 物 学 概 論 II J : j ｜地球科 学 概論 II J 
地球科 学 序説 I l : ：各2 I生物園環境科学 序説Il : j各2
地球科 学序説II J j j ｜生物園環境科学 序説II J 
地球科 学 概論 I) : ：各2 I生物圏環境科学概論I 1 : j各2
地球科 学 概論 II J j l ｜生物園環境科学概論II J 
生物閤環境科学序説Il : i各2 I放射線基礎学 : : 2 
生物園潔境科学序説II J : \ ｜基礎 化 学 実 験 : : 1 
生物園環境科学概論Il : i各2 I基礎生物学 実 験 : : 1 
生物閤環境科学概論II J : \ ｜基礎地球科 学実験 : : 1 
放射線基礎 学 j j 2 I基礎生物園環境科学実験j : 1 
計 i 12 : s 1 計 ；10 : 10 
そ の ほか．化学科（必修 1 .選択19），生物「学科（選択20）， 地球科学科
（必修10，選択10) .生物園環境科学科（選択20） の 専門基礎科目が設定され
ているが．割愛する。
［補足説明］理学部 に お け る 専門基礎科 目 設定の趣 旨 と 教育効果
従来の一般教育課程 に お け る 自 然科学系列 の科目は， 理学部 に おいては， 専門教育
課程の基礎 と して位置付 け ら れ る べ き 科 目 で あ る が， 横割 り の教育制度 の も と では，
専門科 目 と の 関連性が必ずし も 十分 ではなか っ た 。 従来の一般教育 自 然系列科 目 に相
当 す る 授業科 目 と 基礎的な専門授業科目を再編成して， 「専門基礎科 目 」を設定し，
専門教育 と の 関連性を 深 め た 。 専門基礎科 目 は， 学科に ま た が っ た共通的な基礎科 目
と ， それぞれ の学科を専攻す る た め に必須の基礎科 目 か ら 構成 さ れて い る 。 こ のうち，
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共通的な基礎科 目 に つ いては， 高校 に おけ る 関連教科を履修 し て こ なか っ た学生を対
象 と し た 「序説」 と ， 履修 し て き た学生を対象 と し た 「概論」 を設けた。 ま た， 多く
の授業科 目 を設定 し ， 自然科学の幅広 い視野 と 基礎知識を修得 さ せ る こ と を 目 指 し て
いる。
(b) 教養原論新設の趣旨及び教育効果
現行の一般教育科 目 は， 社会一般 の誤解やそ の名称 （歴史学， 化学など〉 か ら ，
高校教育の繰返 し で あ る と の印象 が強 く ， 多分 に 強制的 ・ 義務的な も の と 受け取 ら
れ， 受講以前か ら 早 く も興味を失 う と い っ た こ と も あ っ た 。 ま た， 例えば文系の学
生 に と っ ては， 数学や物理学 と い っ た科 目 の履修は困難で あ り 興味 も 薄 い と い う の
が現状 で あ る 。 他方， 社会や学生か ら 指摘 さ れて い る よ う に， 教官の側 も ， 授業科
目 が固定 し て い る た め に授業内容がマンネ リ 化 し た り ， 狭 い専門分野 に偏 る と い う
こ と も 否定で き な い 。
一方， 科学 ・ 技術の急速な発展 に 伴 っ て， 近 年の専門教育はい よ い よ専門化 と 細
分化の度合 い を 強 め て お り ， 世界的な激動 の時代を迎えた今 日 ， 個別 の専門教育 に
と ど ま ら な い幅広 い教養 と 総合的な判断力の 養成が大学教育 に と っ て改め て急務 と
な っ て い る O 高度な産業化の も と で複雑化 し ， 国際化 し た現代社会 に お いて， 各専
門諸科学の成果を社会人 と し て の 人材養成に ど の よ う に生かす こ と がで き る の か が
問われて い る 。 教養原論は， そ う し た課題 をふま えて， 専門を異 に す る 学生に と っ
て ， 他の分野の学問 ・ 諸科学の成果が現代を生 き る う えで ど の よ う な 「知恵」 と な
り う る か （ そ れ こ そ が教養教育の原点で あ り ， 「原論」 の 目 指す と こ ろ で あ る ） ，
と い う 視点に立 っ て科 目 編成を行 い， 新 た に 開講 さ れ る 。
そ の た め教養原論 に お い ては， 個別科 目 を併置開講す る 従来の一般教育の方式を
抜本的に見直 し ， 各教官群 ・ 教科部会の討議を通 じ て多彩なテ ー マ （主題） と 授業
科 目 を 開設 し ， 全学教官の専門を生か し つ つ ， 各分野， 諸科学の考え方や全体像及
び現代的意義が， 専門を異 に す る 学生に と っ て も 修得で き る よ う な も の と す る 。
こ れ ら の テ ー マや授業科 目 は， 社会状況や研究動向の展開 に合せて， 絶えず見直
し 更新 し て い く 。 学生の興味 も 考慮 し た， 内容的 には高度で， し か も 理解は容易な
授業を 目 指す 。 こ の よ う な教養原論の導入 に よ っ て， 専門外 の学生に と っ て も ， 他
分野 に つ い て の幅広い知識や視角が容易に修得で き ， 教養教育の本来 の理念が実現
で き る も の と 確信す る 。
なお， 教養原論 の趣旨か ら い っ て ， そ の 開講は 1 ～ 3 ' 4 年次 に かけて， 専門教
育 と 並行 し て実施 さ れ る べ き で あ ろ う 。
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(c) 総合科 目 拡充の趣 旨及 び教育効果
今 日 の 社会 に お い て は， 高度 な専門的見方や知識が ま す ま す必要 と さ れ る一方で，
事物や現象の全体像や相互関連性を総合的に把握す る よ う な思考態度 も 要請 さ れて
い る 。 こ の よ う な社会的要請に応え る ために総合科 目 の一層の拡充を図 る 必要があ
る 。
現在 も ， 総合科 目 は一般教育科 目 の一部 と し て実施 し て い る が， 現行の そ れ は，
例 え ば社会科学系 の 中 の経済学 ・ 法律学 と い う 同一分野での「学際的」 な総合科 目
が主で あ る O こ れか ら 拡充実施す る総合科 目 は， 人文系 と 社会系， あ る い は 自 然、系
と 社会系 と い う か な り 隔た り の あ る 異分野か ら な る 文字どお り 「学際的」 な総合科
目 と す る も の で， 学際的 な知識 と 視角を酒養す る こ と を 目 指す科 目 で あ り ， あ る 意
味で は教養教育に最 も 相応 し い科 目 で あ る 。
こ の よ う な総合科 目 は， 今 日 ま す ま す細分化の度合 い を 強めて い る 専門的 な視角
や思考態度を補完 ・ 補正す る も の で あ り ， そ の よ う な役割か ら み て， 専門教育 と 並
行 さ せ た り ， 場合 に よ っ て は一通 り 専門教育を履修 し終え た時期 に 開講すべ き 性格
の科 目 と い え る 。 し か し ， 現行の横割 り 制度で は， 専門教育以前 の 1 ～1.5年次 に
か け て実施せざ る を得ず， そ れ本来の役割を十分発揮で き て い な い 。 そ こ で， 今回
の改革で は 多角的 ・ 総合的 な 見方 や思考態度を修得 さ せ る ための総合科 目 を， 全学
教官の協力 に よ っ て一層拡充 し た形で， 2' 3 年次を 中心に専門教育 と 並行 さ せ な
が ら 実施す る 。
(d) 外国語教育の改善点及 び教育効果
現在の外国語教育 は， 学生 の専門性や指向性， 資質な ど に関わ ら ず一律 に教養部
に お い て 1 年半， 2 カ 国語1 6単位必修 と し て行 っ て い る 。 ま た， 授業 はl ク ラ ス に
お け る 人数が70人を越え る こ と も あ る と い う 劣悪な状況で あ る 。
この よ う な 問題点を解決す る ために， 新教育課程に移行す る に 際 し， 以下の よ う
な 教育上の改善を図 る 。
① 少人数教育の徹底
当面， 1 ク ラ ス 50人程度を 目 標 と し ， 順次 に一層理想的 な形態 に近づ け る 。
② 学生の資質に応 じ た選択単位数の弾力化
・ 最低限の教養 と し て の外国語の基礎 を 身 に 付 け る こ と は， 国際化時代に お いて
必須の こ と と 言え よ う が， 必ず し も 全て の学生が高度 なレベルに至 る ま での語学
力 を 身 に つ け る 必要 は な い と 思わ れ る の で， 最低限必要 と 思わ れ る 単位数 に ま で
減 ら し， 必修外国語 は 1 年次 の2 カ 国語合計8単位 と し て現行の半分 に し た 。
た だ し ， こ れ は単 に教官の負担軽減を意味す る も の で は な く ， 減少 し たコマ数
QU 14 
分 の余力 は， 意欲あ る 学生の ためのハイ レベルな語学教育に振り向 け る こ と と な
り， 少人数ク ラ スの実現 と い う 目標 と 共 に併せ考え る と ， 全般的に は語学教官が
質量両面 に わ た っ て一層の充実の ための努力 をす る こ と にな る 。
・一方， 意欲 のあ る 学生 に は， 従来より も質量共 により充実 し た授業を受講でき
る よ う に， 2 年次 に おいて引き続き学習 を希望す る と き は， 原則 と し て 1 年次 に
履修 し た 2 ヶ国語の う ち 更 に 1 ヶ国語を継続 し て4コマ4単位を 履修 し 得 る こ と
と す る 。
③ 具体的な改善点
ア 基礎的段階に お け る 改善点
基礎的段階 （ 1 年次の未習外国語） に おいて は， 授業方法そ の も の の 改善が
必要であり， 次 のよ う な こ と が挙げ られ る 。
・ 学習上の明確な達成目標を学年及 び学部 に 応 じ て設定 し， 学生 に提示す る O
特 に未習外国語で は必要であ る 。
• L L教室， ビデ オ装置を活用 し た授業を一層拡充す る O
・ 複数で はな く 一人の教官が 1 ク ラ スの基礎的段階の授業を全部担当 す る 。 即
ち ， 週 2 回同一ク ラ スに 出講す る こ と 。 こ う す る こ と により， 一貫 し た基礎
教育が可能 と な る 。
・ 複数教官で担当 す る 場合で も ， 教官相互で密接な連携を図り担当学生 にあ っ
た授業を追及す る 。
・外国人教師を増や し たり， 外国人教師を含めた複数の教官によ る授業を行 う 口
イ 応用的段階に お け る 改善点
外国語教育 は学生の資質や専門性に応 じ た 多様性が要求さ れ る ので， 授業 は
従来のよ う に単 に講読や文法に重点を おいた も の に終始せ ず， 一定 の基礎的水
準 に達 し た後 は， 教材別 のク ラ スな ど さ ま ざま な種類の授業形態を並行 し て開
講 し， 学生 に選択 さ せ る よ う にす る 。
このよ う な授業形態 は， 新教育課程に おいて は既習外国語 に つ いて は 1年次
か ら ， 未習外国語 に ついて は 2 年次か ら 実行可能 と な る O
・ 文学作品を講読す る ク ラ ス
・文化， 歴史， 社会， 科学等を 紹介 し たテキストを講読す る ク ラ ス
・ 新聞， 雑誌等を 用いて現在の状況を把握す る ク ラ ス
・外国語 によ る 速読速解ク ラ ス
・会話ク ラ ス
・ 文法 と 作文 を 重視 し た基礎力充実ク ラ ス
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・ 映画 ビデ オ等を 用 いて 内容理解の ために討論を行 う ク ラ ス
． 各種外国語能力検定試験 に対応す る ための実力養成ク ラ ス
・ 学生の専攻 に応 じ た各種テキス ト 毎のク ラ ス
第 3 表 外国語科 目 の履修形態 （新旧）
改 革 前 （ 旧 ） 改 革 後 （新〉
区 分
l 年 2 年
前 後 前 後
外国語 成 し て授業
実施
単位数 I z I 4 I z 
未 習 ｜ ク ラ ス を編
外国語 ｜ 成 し て授業
実施
単位数 l 3 1 4 I 1














択） ク ラ ス編成




・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ． 
2 
. ・ ー . . .
2 
ク ラ ス を編成
して基礎的段
階の授業実施－ － － － ・ ・ ・ ・ ー
2 







（選択） ク ラ ス
編成に よ り
実施








・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ー － ーー ．
1 
. .’ ・ ・ e ・ ・ ・ ・ . .ー
1 
－・ ・ ・ ・ ・ ・ ー ー ・ － － －』 ．
1 － － －－ － －－・－－ -
1 
3 年 4 年
外書講読
• 2 カ 国語 （各 8 単位） 16単位必修 • 2 カ 国語 （各 4 単佐） 8 単位を選択， さ ら に 自 由単位 と し
て 4 単位履修で き る 。
(e) 保健体育教育の改善点及 び教育効果
① 改善の要点
現行の保健体育の授業 は， 保健体育講義 （ 2 単位〉 ， 保健体育実技 （ 2 単位）
が必修 と な っ てい る 。 新教育課程移行後 は， 保健体育講義， 保健体育実技の 外 に
新た に保健体育演習 を新設 し ， こ の 中か ら 2 単位を選択， 4単位を 自 由 と し ， 上
記外国語 と 同様に， 学生 の資質や趣向 に応 じ て弾力化 し た 。 自 由4単位を卒業要
件 に 含め る こ と も 可能 と す る ので， 保健体育 に関心の 強い学生 は現行以上の単位
が履修で き る 。
ま た， 現行 の講義 は， ク ラ ス指定 さ れている ため に学生 は講義内容を選択で き
なか っ た が， 新教育課程で は内容の異な る 複数講義を い く つ か同時開講 し ， 実技
に ついて は， こ れ ま でどおり複数 コ ー ス を開設 し ， 学生が興味 によ っ て選択で き
る よ う に す る O こ のよ う に し て ， やや も す る と 義務的 ・ 受動的な受講の傾向のあ
る 保健体育教育を 活性化す る 。
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② 講義テ ー マ と 内容
多様な講義を 同時並列 し て 開講 し， 学生 の興味に従 っ て選択履修 さ せ る 。
講義テ ー マ
ア 心の健康 と 体の健康
イ ス ポ ー ツ と 健康の医学
ウ フ ィ ッ ト ネ スの科学 ： 健康の ために必要な体力 と は何か， そ れ を 身 に付 け る
ために は， ど のよ う な運動を ど の位やればよ い の か， 運動の効果を どのよ う に
判断す る か， 更 に ， 日 常生活 の 中 に運動を組み入れ続 け て い く ために は， どん
な方法 ・工夫 が必要か につ い て論 じ る O
エ 栄養 と 健康
オ 発育発達 と ス ポ ー ツ
カ 老化 と ス ポ ー ツ
キ ス ポ ー ツ 技術 の メ カ ニ ズ ム
ク カ ウ ン セ リ ン グの技法 と 心 の悩み
ケ ス ポ ー ツ の歴史
（ 注 ： ウ 以外のテ ー マ の 内容 は割愛 し た 。 ）
③ 実技コース と 内容
学生の 資質 （体力 や技巧） や興味にあ っ た多様な実技を設定す る 。
ア ス ポ ー ツコース ： 生涯ス ポ ー ツ の獲得を目指す。 運動種目 はテニス， パ ド ミ
ン ト ン ， サ ッ カ ー ， バス ケ ッ ト ， バレ ー ボ ー ル， そ の他の軽ス ポ ー ツ 等
イ フ ィ ッ ト ネ スコース ： 健康 の維持増進 に関連 し た体力 の 測定を行い， 自 分 に
合 っ た運動 プ ロ グ ラ ム を 作成でき る よ う に し ， そ れ を実施 し ， 最後に 自 己点検
を行 う 。
ウ ト レ ー ニ ン グコース ： より高 い専門的な ト レ ー ニ ン グを希望す る 学生に， 体
力診断を行い， ス ポ ー ツ 種目に応 じ た専門的な ト レ ー ニ ン グ プ ロ グ ラ ム を作成
し ， そ れ を実施 し て， 最後 に再び体力診断を行 う 。
エ 特別体育コース ： 身体的障害を も っ 学生 に対 し実施す る 。 自 分 にあ っ た運動
を 見つ け， 実施でき る よ う にす る 。
オ 集中コース ： 富山 の地理的条件を生か し ， 夏の登山 と 冬のスキー実習を行 う 。
合宿形態で実施す る 。 技巧の修得 ばかりでな く ， 友人の形成， 協調性の 福養 も
目指す。
④ 演習 のテ ー マ と 内容
ア 運動 と か ら だ ： さ ま ざま な運動を実際 に行い， そ の と きの呼吸循環器系機能
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が ど のよ う に変化 し て運動が行わ れ る か を知 る 。
イ ス ポ ー ツ の科学 ： 高速度 ビデ オで動作を撮影 し ， そ れ を力学的 に解析す る 。
意識 と 動作のずれや， 無駄 のない動き に つ い て考え る 。
ウ ス ポ ー ツコ ンデ ィ シ ョ ニ ン グ ： 運動前後の か ら だ の手入れ， 障害予防， 救急
処置， 障害克服な どの方法を修得 さ せ る 。
第4表
改 革 前 （ 旧）
保 保健講義（ 1 単位） 保
健 健
－ ー ． ， － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － －
体 2 単位 体
育 必 修 育
講 体育講義（ 1 単位） 講
義 義
ス ポ ー ツ コ ー ス く＞
保
－ ・ ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ー － － － － － － － － － － ー
保
健 健




技 ｜ 集中 コ ー ス
（登山， ス キ ー ）
保健体育科目の 内容 （新旧）
改 革 後 （新）
・ 心の健康 と 体の健康
・ ス ポ ー ツ と 健康の医学
． フ ィ ッ ト ネ ス の科学
． 栄養 と 健康
・ 発育発達 と ス ポ ー ツ
． 老化 と ス ポ ー ツ
・ ス ポ ー ツ 技術の メ カ ニ ズ ム
・ カ ウ ン セ リ ン グの技法 と 心の悩み
． ス ポ ー ツ の歴史
複数同時開講 （選択） と す る 。
1 コ ー ス 7 週で 1 単位 と す る 。
ス ポ ー ツ コ ー ス （生涯ス ポ ー ツ の獲得）
2 単位選択，
そ の 他 に 自
フ ィ ッ ト ネ ス コ ー ス 由単位 と し
（体力診断 と 運動プ ロ グ ラ ム の作成 と実施）一一一一一一一一 l て 4 単位
ト レ ー ニ ン グ コ ー ス





実 ｜ （身榊守障害をもっ学生． スポーツ選手の リ ハ ビ リ テー シ ョ ン）
技 ｜ 集中 コ ー ス
（登山， ス キ ー ）
保健 ｜ ・ 健康 と か ら だ体育 ｜｜ ポ ー ツ の科学演習 ｜
（新） ｜ ・ ス ポ ー ツ コ ン デ ィ シ ョ ニ ン グ
( f) 情報処理科目 と 言語表現科目の新設 の趣旨及び教育効果
今 日 ， 理 ・工学系 の研究 は勿論， 文系 の研究 に と っ て も ， 情報理論 や情報処理技
法 は不可欠 と さ え言え る 状況 と な っ て い る 。 ま た ， 文系 の学生が ソ フ ト ウ ェ ア 一 関
連の企業 に就職す る こ と は通常の こ と と な っ て い る 。 従来， 情報処理関連の授業は，
各学部 ・学科 （課程） に お い て個別的 に行われてき た が， やや も す る と 体系性 に欠
け， ま た非効率で も あ っ た 。 こ のよ う な状況に鑑みて， 全学生を対象 に し て 1 年次
に情報処理教育を組織的 ・体系的 に行 う こ と は大 い に意義あ る こ と と 思わ れ る 。
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し か し な が ら ， こ の 「情報処理科 目 」 の開講を実効あ る も の と す る に は， 情報処
理実習施設を 欠 く こ と は で き な い 。 幸 い に し て， 本学 に は学内共同利用施設 と し て
の 「情報処理 セ ン タ ー 」 が あ る の で， こ れ を活用す る が， 同 セ ン タ ー は現在 に お い
て さ え， 研究需要 の対応 に苦慮 し て い る 状況 に あ る の で， 新 た な教育需要 に も 応え
ら れ る よ う に 同 セ ン タ ー を発展的 に改組 し ， 「総合情報処理 セ ン タ ー 」 を設置す る
こ と が必要で あ る 。
一方， 今 日 の学生 は A V機器 の 普及や活字離れ に よ っ て， 文字や言葉 に よ る 表現
力 が著 し く 低下 し て い る 。 日 本語の表現力 は， 演習 や卒業論文 （実験） 作成時 に ，
表現力低下を憂え る 教官 に よ っ て個別的 に福養 さ れて い る が， そ う い う 努力 に は限
界 が あ り ， 稚拙 な表現力 の ま ま 社会に巣立 っ て い く 学生 も 少な く な い の が現状で あ
る 。
こ の よ う な 実情か ら みて， 言語表現科 目 を 1 年次 に開講 し ， 豊か な 日 本語表現力
を培 っ て お く こ と は， 専門教育 の た め に も社会人 と し て も 非常 に有意義 と 考え る O
（回 他学部 ・ 他学科での履修
新教育課程で は， 学生 の興味に柔軟 に対応す る た め， 他学部 ・ 他学科で開設 し て
い る授業科 目 を 自 由 に選択履修す る こ と も で き る 自 由科 目 （ 自 由選択科 目 ） を設定
し て い る 。 た だ し， 設備上の支障が あ る 場合 は， 履修を制限す る こ と があ る 。 な お，
こ の 自 由科 目 は， 専攻科 目 以外 に副専攻 と い う 形で も う 一つ の専門を もっ場合に も，
系統的 に履修す る こ と に よ っ て有効に活用 で き る 科 目 で も あ る 。
2 . 1教養科目と共通基礎科目の単位数及び履修年次の改正｜
( 1 )  主な改正点 （第 5 表 と 第 6 表参照）
(a) 授業科 目 の種類を ， 必修， 選択， 自 由 と す る 。
(b） 教養原論 は 12単位を選択 と し ， 自 由 を 4 単位 と す る が， 履修 さ せ る 系列分野 （又
は科 目 ） 及 び そ の単位数 の割 り 振 り は各学部で定め る O 系列分野 （ 又 は科 目 ） を限
定す る 際 は， 専門外 の教養原論 を選ぶ こ と が望 ま し い 。 1 ～ 3 , 4 年次に実施す る 。
外国人留学生 の場合， 日 本事情 6 単位の う ち 4 単位を選択 （ 人文系又 は社会系 の
教養原論） と し ， 2 単位を 自 由 と す る 。
ま た， 総合科 目 の選択を 6 単位， 自 由 を 2 単位 と す る 。 な お， こ の場合， 自 由 と
は履修 し て も し な く て も 良 い科 目 及 び単位であ る O ただ し ， 後述の よ う に一定限度
ま で の単位を卒業要件単位 と し て認 め る 。
a4A ワム
(c) 外国語 は 2 カ 国語を選択 （各 4 単位） と し ， 自 由 を 4 単位 と す る 。 開講科 目 は英
語 ・ ド イ ツ 語 ・ フ ラ ン ス 語 ・ 中 国語 ・ ロ シ ア語 ・ 朝鮮語 ・ ラ テ ン語 ・ 日 本語 （留学
生用 ） と す る O 特に教育上必要 な場合 は， 選択 の科 目 を指定す る こ と が で き る も の
と す る O た だ し ， 上記外国語 の 内， ラ テ ン語の開講単位数 は 2 単位であ る 。
1 ' 2 年次学生を対象 に 開講す る が， 必要 （例 ： 大学院受験 な ど） に応 じ て高学
年次学生 の受講 も 可能 と す る 。 ま た ， 語学力 が不足す る 場合， 各学部 の 外書講読 な
どで補充す る も の と す る 。
外国人留学生 は， 選択 の外国語 2 カ 国 （各 4 単位） の う ち で 1 カ 国語 は 日 本語 と
す る こ と が で き る 。 他の 1 カ 国語 は母国語以外 の外国語 （ 日 本語を 除 く ） と す る 。
な お， 日 本語 に未熟 な 外国人留学生 に は， さ ら に 日 本語を 自 由 と し て受講す る よ う
に指導す る も の と す る 。
(d) 保健体育科 目 は選択 2 単位， 自 由 4 単位 と す る 。 な お， 演習 を新設す る 。 l ～ 3
年次 で実施す る 。
(e) 情報処理科 目 及 び言語表現科 目 は， 各 2 単位 と し ， い ずれかを 1 年次に選択す る 。
な お， 2 単位を 自 由 と す る 。
(f ) 教養科 目 と 共通基礎科 目 の 選択単位数 は30単位 と す る が， 自 由 1 6単位の う ち 1 0単
位ま で卒業要件単位数 に 含 め る こ と がで き る も の と す る 。 従 っ て， 教養科 目 の単位
数 は最小30単位か ら 最大40単位 ま で， 学生の必要や興味 に応 じ て選択可能 と す る 。
(g) 教養教育及 び専門教育の 履修年次 は， 従来 の い わ ゆ る 横割 り 制を廃止 し て， 4 年
一貫教育を達成す る た め に 第 6 表 の よ う に改正す る 。
な お， 同表の教養原論 と 総合科 目 の 履修単位数 （上限） の配分 は一つ の事例であ
り ， 一貫教育 の原則を尊重 し な が ら 学部の事情を考慮 し て各学部 で定 め る も の と す
る 。 ま た ， 保健体育科 目 の単位数 の配分 も一例であ る 。
F「υ円ノ臼
第 5 表 標準卒業要件単位数 （新旧） の例
改 革改 革 前 （旧）
授業科目の区分｜ 必 修 ｜ 選 択 ｜ 自 由 l 単位当たり の授業時間数
後 （新）



















外 国 語 科 目 2 カ各
国語
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保健 体 育 科 目 講
実
義技� 
計 44 12 
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授業科目の区分｜ 必 修 ｜ 選 択 ｜ 自 由
専 門 科 目 ｜ ｜ ｜ 







教 委 科 目
教 委 原 論
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第 6 表 履 修 年 次 （新旧）
改 2事 前 （ ！日）
授業科目の区分 l 年 2 年 3 年 4 年





























科 目 3、〆 Lノ
l • 1 
改 後 （新）
2 年 I 3 年 I 4 年授業科目の区分
専 門 科 目
専 攻 科 目
専門手礎科目亡
。｜教 養 科 目
教 養 原 論 I 4 
総 合 科 目
共通基礎科 目











4 4 2 I 2 



















注 ： 表の単位数は各年次における 修得可能単位数の上限であ る。
円。ワ』
第 7 表 履修年次 ・ 単位数事例 （新 旧 ）
経済学部経済学科 の事例
改 革 前 （ 旧 ）
年 I 2 �下 I 3 " ' '  I 4 五1: 1メ1失1業l｛＇数1・
必 人 文 8
修 社 会 8 24
 




必 2 カ 国語 8 + 8
4多 16  
�t� �
、 講 義 2 
4嘩 実 技 4 
守！j 必修 ｜ 経済学出1"I 8 





改 革 前 （ 旧）
ミ I 2 年 I 3 'L,, I 4 ij.: 似n
必 人 文 8
ii� {)i 数
般教ffl 。多 社 会 8 24 Pl 然、 8
ill 人文・ 社会・臼然
36 
副主 総合・教益ゼ ミ 12  
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l選択科円 6 132 
（討:J : •.111＂激情相で咋攻科目. ll\lt!J科凶倒 的l&'.·f:iま｜井l:Wll位a,
1.'ll 司教ti科目の小X!山’10!1\f1／：数l幻6!l\tii.c
l�li!!i科Hについては リl攻科目から込択できるe
l'.J il盛岡制 につL 巾之 内明寺ll fl世下剤投びi断官Bの柳徹雨明から
必択する こ とがで き る。
改 革 後 （新）
2 勾i 3 年 I 4 年 単ーもい楽位安f数j: 
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養 18 手：↓
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改 革 後 （新）
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8) 10 24 
目 l c28) 1 c 8 ) 円 1 1 1  1矧II限fHi!r＇γ11K\!lf''llヰ同 ｜ 1 0  124 
（） 
（注） 。 （ 州w r：はYヰ枠えYHUのIJゐll;il\{;i:fXc
J）版科目・込択は珂！：＇j".�i�fl!;＇聞の＼I版科円の，，，から（一市原iii) も問主できるc
門i円ノ－
(2) 単位数及 び履修年次改正の趣旨 と 期待 さ れ る 教育効果
(a) 教養教育の重要性 に鑑みて， 教養科 目 と 共通基礎科 目 の選択単位数 （卒業要件単
位数） を30単位 と し， 自 由単位 を 1 0単位 ま で卒業要件単位数 に 入れ る こ と と し た 。
現行一般教育課程の 単位数 （56単位） よ り 減少 し て い る が， 上述 の よ う に一般教育
科 目 の専門基礎的科 目 を専門科 目 へ移 し ， 各学部 で 10 - 12単位の専門基礎科 目 が開
講 さ れ る 予定で あ り ， ま た厳選 し た授業科 目 を専門教育 と 連動 さ せ な が ら可及的に
少人数単位で実施す る の で， 現行 よ り も む し ろ 充実す る も の と 確信 し て い る 。
(b) 教養教育 と 専門教育を 4 年一貫 し て行 う こ と に よ っ て， 専門教育 を l 年次か ら 開
講 し て学生 に専門家的意識を醸成 し ， 勉学意識を鼓舞す る こ と がで き ， 更に， 従来，
学生 は， 例 え ば英語等の一般教養を， 何故大学 で学習す る 必要が あ る か， 疑問視 し
な が ら単位取得 の み の た め に義務的 ・ 受動的に学習 し て い た が， 専門科 目 の勉学 と
並行 し て教養科 目 を学習 す る こ と に よ っ て， そ の意義を実感す る こ と がで き ， 学習
意欲 も 高揚す る こ と に な ろ う 。
(3) そ の 他の主な改正点
上記 の教育制度 の改善の ほか， 4 年一貫教育を実 り あ る も の と す る た め 次 の よ う な
対策を講 じ る 。
(a） 最低修得単位数 の チ ェ ッ ク
制度改革 に よ っ て教養課程か ら 専門課程へ の移行がな く な る の で， 学年進級 （特
に 1 年か ら 2 年への進級） に際 し て ， 教養科 目 と 共通基礎科 目 の最低修得単位数 の
チ ェ ッ ク が必要 と な っ て こ よ う 。 学部がそ れぞれ必要な措置を採 る も の と す る が，
低学年次で の チ ェ ッ ク は緩 や か に す る 等の配慮が必要であ ろ う 。
(b） 転学部 （転学科〉 に つ い て
転学部 （転学科） は， 現行制度 で は原則 と し て専門課程移行時 （ 入学後 1 . 5 年 〉
に許可 し て き た が， 新教育課程 で は， 原則 と し て 1 年次終了 （又 は 2 年次開始） 時
に許可 し ， 残 る 3 年間の在学で卒業可能 と す る 。
転学部 （転学科） に際 し ， 教養科 目 及び共通基礎科 目 を 合計 16単位以上修得 し て
い る こ と を全学共通 の 条件 と す る 。 な お， 2 年次開始時 の転学部 （転学科） の場合，
最低在学年数を 3 年 と す る が， そ の 他の年次での転学部 （転学科又 は転 コ ー ス ） の
場合， 必要在学年数 は学部 ・ 学科 （課程） な ど で定 め る も の と す る 。
(c) 再入学 ・ 編入学 ・ 転入学に つ い て
再入学 ・ 編入学 ・ 転入学す る 学生の 入学年次及 び認定す る 単位数 は， 当該教授会
で決定す る 。 ま た ， 新 た に 第 1 年次 に入学 し た者で， 大学又 は大学設置基準第29条
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に規定 し で あ る 教育機関で単位を修得 し て い る 者 は， 本学の教養科 目 及 び共通基礎
科 目 に つ いて， 教育上有益 と 認め る と き は， 1 6単位を 限度 と し て本学で修得 し た も
の と し て認定す る こ と がで き る も の と す る 。
(d） 教科 に 関す る 科 目 に つ い て
専門基礎科 目 の一部又 は全部を 「教科 に関す る 科 目 」 に対応 さ せ る こ と がで き る
も の と す る 。
た だ し ， 「教職の専門性の維持の観点か ら ， 従来 の一般教育科 目 等で代替す る こ
と は で き な い も の」 （教育職員免許法施行規則 の一部を改正す る 省令 の 公布につ い
て 〉 と し ， 対応す る 科 目 は各学部で検討す る も の と す る 。
(4) 経済学部夜間主 コ ー ス の教養教育及 び専門教育
授業科 目 区分お よ び単位数
経済学部の夜間主 コ ー ス の授業科 目 区分 と 履修年次 は， 昼間主 に準 じ る が， 1 ） 学
生数が l 学年当 た り 60名 と 少数であ る こ と ， 2 ） 社会人の学生が過半数を 占 め る と い
う 特徴を十分 に考慮 し て， 授業科 目 区分及 び単位数を設定す る 。
3 I教養原論の授業科目 ・ 単位数 （新旧 ）｜
改 革 前 （ 旧）
午判 目 ｜ 授業科 目 I !.j1伶数 I v:n 考
u g 学 I I 4 
析 ＇.＂t I 哲 学 II I 2 人 I I I ｜ 論 I'll 学 I 2 
x. t.fi似！？更F0:..�1i _ _ _ t[::: : 
主 題
改 革 後 （新 ）
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4 言 訟 と 文 化 ｜ ？計百 と 文化 2 
4 
尖ー的｜主一一一耐 4 芸 術 の
jl t 料 1 ·u�美術
社会科学の方法 と l'T!;l命
松山命 と 現代 ｜ 現代主｜会論 I





目 法 学 I 4 









地理学 ｜ 地 理 学 ｜ 4 






一会一・4SL－科 市民生活と法 I 2 
経済 ・ 経営デー タを読む I 2 
企業と仕事 ｜ 学
分









日本の企業経営 I 2 
｜ 地域の社会と文化 I 2 
c:>1 －�－－�－－－�－ー j. II -- 1- - -｜ 富山の経済と社会 I 2 1 地球の構造と活動 I 2 地 球 と 環 境 ｜ , I 目 地球の環境 ｜ 
野
自 2 生命の し く み生 命 の 世 界 ｜
生命 と 環境 2 応 用 数 学 2 
｜ 物 理 学 ｜物理学 ｜ ｜ 然 ｜ ｜ 物理学実験 ｜ 1 
， 化 学 ｜化 字 l－ ｜ 化 学 実 験
科 卜 一一一＋
－ － · r · 
｜ 生 物 ｜ 生物学 ｜ ｜ 
ー 生物学実験 ｜ 1 
宇宙の構造 2 界世の造質構物の学質化物注目指輩内の犬 山a A 3・臼 2 
2 
4・M子よ 地 学 4 
2 
量子の世界 I 2 
自然と数理 r 2 
数 理 の 世 界 ｜ 社会と 数理 ｜ 
情報と 数理 ｜ 
地 学 ｜ 天 文 学


















· - · - ·
2
·一一
位） 主題名． 授業科 目 名 は． 平成 4 1 1 .  5 現在で掲｝放 してあ り ， 今後変更 も
あ り 得る。
4 .  r教養原論の授業問1
1 . 人文系
2 . 社会系 省略 （富山大学 に お け る 教育の改革 に つ い て （答申） の p . 16～25参照）
3 .  自 然系
ハUV円べU
5 . 1総合科目の拡充 ｜
( 1 )  総合科 目 の授業科 目 ・ 単位数 （新旧）
今回の改革 に 当 た っ て は， 総合的 ・ 学際的な素養や視角 を福養す る た め に， 従来行
われて き た 総合科 目 を 全学教官 の参画 に よ っ て よ り 拡充す る 。 当面， 次の表の よ う に，
1 1科 目 55 コ マ の 開講を計画 し て い る 。 開講年次 は教養原論 よ り や や高学年次 と し， 専
門教育 と 並列 さ せ， 2 ～ 4 年を 中心 と し て 開講す る 。 総合科 目 の実施 に 際 し て は， 各
科 目 毎 に 1 ～ 2 名 の コ ー デ ィ ネ ー タ ー を選出す る 必要が あ ろ う 。 ま た ， 授業科 目 に つ
いて は， 大学教育研究 セ ン タ ー （新設） を 中心 と し て， 絶え ず検討す る 。
改 革 前 （旧 ） ｜ ｜  改 革 後 （新）授 業 科 目 ｜ 単位数 ｜ 備 考 ｜ ｜ 授 業 科 目 ｜ 単位数 ｜ 年間開設コ マ数
社 会 環 境 論 I 4 I I ｜ 環 境 I 2 I 5 
自 然 環 境 論 I 4 I I ｜ 生 と 死 I 2 I 5 
現 代 社 会 論 ｜ 2 I I ｜ ジ ェ ン ダー（性） ｜ 2 I 5 
富 山 の 自 然 ｜ 2 I I ｜ 心 と 身 体 ｜ 2 I 5 
情 報 と 科 学 1 2 I L－ � 1 技 術 と 社 会 ｜ 2 I 5 
自 然 と 文 化 ｜ 2 I 「「／ ｜ 現 代 文 化 ｜ 2 I 5 
人 権 と 差 別 ｜ 4 I I ｜ 生 活 と 福 祉 1 2 I 5 
地 球 環 境 論 1 2 I I ｜ 人 権 と 差 別 ｜ 2 I 5 
環 白 本 海T ··-· ··2 · ·
.T . . . . . 
··5 
科 学 と 社 会 ｜ 2 I 5 
現代 の 社 会 l n r � 
（ 時事 的 問 題 ） ' � ' v 
(2) 総合科 目 の授業内容
省略 （富山大学 に お け る 教育の改革 に つ い て （答申〉 の P .26～29参照）
円、U
ill . 4 年一貫教育 に お け る 教養教育 の実施体制
1 ｜教養教育の実施責任体制 ｜
(1) 全学的 ・ 組織的な授業分担 は， 従来教養部教授会 の責任 に お い て実施 し て き た が，
教養部 の廃止 に伴い， 学部教官 は専門教育を担当す る と と も に， 教養教育の授業を担
当 す る 。 ま た， 教養教育 の質的向上を担保す る う えで必須欠 く こ と の で き な い も の と
し て， 授業科 目 の あ り 方 な ど につ いて不断の点検 ・ 改善を担当す る た め， 本学で は大
学教育委員会及 び大学教育研究 セ ン タ ー を組織す る こ と に し て い る 。
(2) 総合科 目 は無論の こ と ， 教養原論 の授業科 目 で も ， 担当者が複数の学部 ・ セ ン タ ー
に跨 が る こ と が少 な く な い 。 こ の よ う な実情を考慮 し て， 教養教育 に際 し て は， 学部
の枠を取払 い， 複数の学部 ・ セ ン タ ー に跨が る 関係教官集団に よ る 系教官群を組織す
る こ と と し た 。 新設 さ れ る 大学教育研究セ ン タ ー を コ ー デ ィ ネ ー タ ー と し て， 人文科
学系教官群 な ど の 各関係教官集団 を， さ ら に授業科 目 毎 に適宜細分 し た教科部会を設
け， 教養教育 の責任体制を確立す る 。
2 I 教養教育の分担方式改正の趣旨と期待される教育効果 ｜
学部 の教官が， 専門教育を担 当 し な が ら 教養教育を も 分担す る こ と に よ っ て， 1 ） 専
門教育 と 比較 し て教養教育 の水準や 内容を適切 に設定で き る こ と ， 2 ） 教養教育を専門
教育の準備段階 と し て軽視す る 風潮 を払拭で き る こ と ， 3 ） 旧教養部教官 に と っ て も 教
育 と 研究の統ーが可能 と な る こ と ， な ど多 く の利点が あ る 。 ま た ， 従来か ら 専門教育 の
み に 従事 し て い た教官 に と っ て も ， よ り 広い視野 と 知識を要請 さ れ る 教養教育を担当す
る こ と に よ っ て， 豊か な 発想や柔軟 な思考力 を得て， そ れを研究や専門教育 に生かす こ
と も で き る 。
3 . 1専門科目の分担 ｜
専門科 目 （専攻科 目 及 び専門基礎科 目 ） は， 原則 と し て各学部 に お いて実施す る 。 し
か し な が ら ， 他学部 の教官が担当す る こ と がそ の専門性 に お い て， よ り 効果的 と 認 め ら
れ る 場合 は， 教養教育に準 じ て複数学部の関係教官 に よ っ て実施す る 。
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第 1 表 教養科 目 及 び共通基礎科 目 の分担 （新旧）
改 革 前 （ 旧 ）
授 業 分 野 担当 担 当 教 官部局
一 人文分野 人 文 系 学 科 目 1 1 人一 ・・4・畠・・・・・・－－ . ・ ・ー ． 専 ー ・ 4・ － ー ー ー ， ・ ー ・ ． ， ， ， ・ － － · － － · ー ー ー・. .』 ， . - - - - - - - -
般 社会分野 教 社 会 系 学 科 目 10人ー ー ・ ・ ・ ー ・ ． ． ． ． ． ． ．．． ・・・ー・・ ・・ ・・・・・・・・・・・・・ ． ・・ ーー ー－ － － ・ ， ...』尋..・....
教 自 然分野 養
自 然 系 学 科 目 18人
育 総合科 目 全 教 養 部 教 官
課 外 国 語 科 目 部 外 国 語 系 科 目 21人
程 保健体育科 目 保健体育系学科 目 6人
改 革 後 （新）
授 業 分 野 勉当 担 当 教 官部局
教 人 文 科 学 系 部 会
養 教 養 原 論 全
社 会 科 学 系 部 会
科 自 然 科 学 系 部 会
目 総 合 科 目 全 学 部 教 官寸ム孟ゐー
外 国 語 科 目 外 国 語 系 部 会
保健体育科 目
部
保 健 体 育 系 部 会
情報処理科 目 情報処理教育部会 (20人）
言語表現科 目 言語表現教育部会 (20人）
にご＞
（泊 ： 情報処理教育部会， 言語表現教育部会 は， 全学
か ら そ れ ぞれの科目 に関係す る 教官で構成す る 。
4 . ＼運 営 組 織 ｜
(1) 大学教育委員会
新 し い大学設置基準の第19条 「教育課程 の編成方針」 の 中 で， 「専攻 に 係 る 専門の
学芸」 の教授ばか り で な く ， 「幅広 く 深 い教養及 び総合的な判断力 を培い， 豊か な 人
間性を溺養す る 」 配慮を義務づ け て お り ， 教養教育の必要性を明確に規定 し て い る 。
本学で は 4 年一貫教育 に お け る 教養教育を重視 し ， 各学部 の 目標に沿 っ た カ リ キ ュ ラ
ム を実施す る た め， 教養科 目 と 共通基礎科 目 に 関す る 全学的な調整及 び実施計画の決
定 に つ い て責任を負 う 「大学教育委員会」 を設置す る 。
（組織） (1) 学長 …・ ・ ・ 委員長
(2) 大学教育研究 セ ン タ ー 長
(3) 各学部長
(4) 各学部の教務委員長
(5) 大学教育研究セ ン タ ー の専任教官 2 名
(6) 各学部か ら 選 出 さ れ た教官 （講師以上） 各 2 名
（大学教育研究 セ ン タ ー の兼任教官）
(7) 健康 ス ポ ー ツ 科学セ ン タ ー の教官 1 名
(8） 学生部長
円4U円d
（審議事項〉 ( 1 )  本学 に お け る 4 年一貫教育 の基本方針 に 関す る 事項
(2） 教養科 目 及 び共通基礎科 目 に つ い て の調整 と 実施計画 の決定
(3) 大学全体 の教育体制 の点検 ・ 評価及 び改善
(4) 大学教育 に 関す る 将来計画の検討
(5) そ の他
(2) 大学教育研究 セ ン タ ー
(a） 役 割
今回の 「大学設置基準」 の改正 は， 大学 に お け る カ リ キ ュ ラ ム 編成の 自 由 化を保
障す る も の で， 時代の進展に即応 し た大学教育の展開が可能 と な っ て い る 。 本学 に
お い て は， ボ ー ダ ー レ ス な 時代の多様な要請 に 応え る た め， 総合科 目 な ど学際領域
への展開に も 力点を置 き ， 学部教育 の改善 ・ 充実 を 図 る こ と と し て い る 。 改革 の主
題 と し て ， 教養教育 の重要性を考慮 し ， 教養教育 と 専門教育の関連を密に し た 4 年
一貫 の総合的 カ リ キ ュ ラ ム を 編成 し ， そ の実施 に あ た っ て は教官組織 の二重構造を
避 け る こ と と し た 。 つ ま り ， 全学 に共通す る 科 目 は， 教官 の所属如何 に か か わ ら ず
全学的 に分担す る こ と が確認 さ れ て い る 。
ま た ， 教養原論 や総合科 目 は， 教養教育を有機化 ・ 活性化す る た め の重要 な 方法
で は あ る が， 一方で常 に改革を余儀 な く さ れ る 科 目 で も あ る 。 こ れ ら の全学的 に共
通す る 授業科 目 の 企画立案及 び実施上の諸問題， あ る い は大学教育委員会か ら 付託
さ れ た 問題の研究を 含め， 4 年一貫教育を恒常的 に根底か ら 支 え る た め の機関 と し
て 「大学教育研究 セ ン タ ー 」 を設置す る 。
(b） 特 色
① 本学 に お け る 大学教育の基礎的研究や新 し い カ リ キ ュ ラ ム の 開発， 教育方法 ・
教材等 の研究開発を行 う こ と に よ り ， 大学教育の改革に寄与す る 。
② 本 セ ン タ ー が， 大学教育委員会か ら の付託を受 けて全学 に共通す る 授業の企画
立案 と 見直 し に つ いて 中枢的役割を担 う こ と に よ り ， 4 年一貫教育の実施を根底
か ら 支え る と と も に 中長期的観点か ら 大学教育の改革 ・ 充実 に 寄与す る 。
③ 本 セ ン タ ー は， 学部 の枠を越え た共同利用機関であ り ， 総合科 目 の在 り 方， 教
養教育 と 専門教育 の在 り 方等に関す る 研究遂行上必要 な情報や 資料を提供す る こ
と に よ り ， 大学教育の改革に寄与す る 。
④ 教養原論 や総合科 目 は， 時代の進展， 社会 の変化を反映 し た話題性の あ る 内容
で あ る こ と が望 ま れ る た め ， 本セ ン タ ー に お け る 恒常的 な 研究が教育の充実に寄
与す る O
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⑤ 本 セ ン タ ー は， 本学 に お け る 大学教育の在 り 方等に関す る 研究を行い， 大学教
育委員会 と と も に 4 年一貫教育を根底か ら 支え る も の で あ る 。
(c) 業務 内容
① 本学に お け る 大学教育の基礎的研究
② 教養科 目 及 び共通基礎科 目 の在 り 方の研究
③ 大学教育委員会か ら 付託 さ れた事項の研究
④ 教養科 目 及 び共通基礎科 目 の教育効果に係 る 調査研究
⑤ 大学教育 に関す る 文献及 び情報資料の収集 ・ 整理 と 解析
⑥ 大学教育 に 関す る 情報提供
⑦ 教養科 目 及 び共通基礎科 目 の企画立案
⑧ 教養科 目 及 び共通基礎科 目 につ い て の教育効果の見直 し
⑨ 教科教官群 と の連絡調整
⑩ そ の他大学教育研究 に関す る こ と 。
(d） 組 織
① 専任教官 2 名 （純増） と 各学部 2 名 （大学教育委員会の委員 と な る ） の兼任教
官 に よ り 構成す る 。
② セ ン タ ー の運営 に 関す る 重要事項を 審議す る た め， 富山大学教育研究セ ン タ ー
運営委員会 を置 く 。
③ 各教科科 目 の担当割 当 の た め， 各系毎に教科部会 を 置 く 。
④ 必要 に 応 じ ， 専門 の部会を置 く こ と がで き る 。
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5 .  \ 4 年一貫教育の実施体制 ｜
一 大 学 教 育 委 員 会 と 大学教育研 究 セ ン タ ー の 役割 ー
本学の教育理念
大学教育委員会
調 整 ｜ 実施計画の決定
． 本学にお け る 教育基本方針
・ 教養科目及び共通基礎科目 につ い
ての調整と実施計画の決定








大学教育研究セ ン タ ー トー－－－［
本学の教育実施状況 ・ 効果に関す るすべての資













側 そ の他大学教育研究に関す る こ と
履修申請
構成メ ンバー
(1 ) 学長…・・ ・委員長
(2） 大学教育研究セ ン タ ー長
(3) 各学部長
(4) 各学部の教務委員長
(5） 大学教育研究セ ン タ ーの
専任教官 2 名
(6) 各学部か ら選出さ れた教
宮 （講師以上） 各 2 名
（大学教育研究セ ン タ ーの
兼任教官）
(7) 健康スポーツ科学セ ン タ ーの教官
(8） 学生部長 1 名
大学教育研究セ ン タ ー長
（専任 2 名 ・ 兼任10名）
｜ 大学教育研究セ ン タ ー運営委員会 ｜
s · I 当面の全学に共通する科目の実施体制 ｜
( 1 ） 教養教育 は， 全学の教官の分担 に よ り 実施す る 。 全学の教官 は， 次 に掲 げ る 授業主
題別教科部 の いずれか に所属す る も の と す る 。
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教 官 群 教 科 部
人文科 学系教官群






地球と環境教科部， 生命の世界教科部， 自然の構造教科部， 数理の世界教
科部， 技術の世界教科部， 生活の科学教科部， 情報の科学教科部
外 国 語 系 教 官 群 外国語第l教科部， 外国語第2教科部
保健体育系教官群 健康・ スポーツ科学教科部

















































4 . 文部省か ら 大蔵省に提出 さ れた平成 5年度概算要求の概要
平成 5 年度概算要求事項部局別内訳表 （大学教育改革関連）
（平成 4 年 9 月 1 1 日 評議会報告の 資料）
（ 項 ） 国立学校
区 分i 大 学学科の改組
l ふ〉
(]J;) 




5 . 平成 5 年度政府予算成立後 における現教養部教官の学部分属先一覧
（平成 4 年 9 月 25 日 臨時評議会確認資料の概要）
（平成 4 年 9 月 14日 現在）
学科目名
聡利別数 説教益部教官名
人文学部 教育学部 経涜学部 理 学 部 工 学 部教授 酎激授 講師 計
哲 学 2 2 観 tlJ 社 会 学岡 村 人 間 基 礎 論
倫 理 学 2 2 
t� 崎 人 間 2基 礎 論
中 人 間 基 礎 鈴
心 理 学 2 2 
総 村 行 動 文 化
海老原 行 動 文 化
l\賀滞 歴 史 文 化
歴 史 学 l 2 3 立 川 環 境 地 域 鎗
吉田鍋 歴 史 文 化
文 学 l l 2 
原 崎 国 空個豆悶 学
ー 村 日本東洋言語文化
法 学 2 2 駒 城 基 磁 法八 木 主主 礎 法
経 済 学 松 井 理 論 経 済 学
統 計 学 I 世 利 教 育 情 報 科 学
政 治 学 l 2 
大 薮 �＂ 礎 法
筒 井 環 境 地 域 稔
地 理 学 溝 口 環 境 地 域 論
社 会 学 2 2 
中 河 行 動 文 化
� 泉 行 動 文 化
葛 機械情報システム工学
中 越 教 育 情 報 科 学
数 学
3 5 小林ω 情 報 数 理
江 上 機憾情報システム工学
早 川 概Ii情報システム工学
森 材 料 物 性 工 学
物 理 学 2 3 石 川 物 性 物 理 学
西 村 M 料 物 性 工 学
塩 谷 合 成 有 機 化 学
イヒ 学 3 3 手 塚 環 境 科 学
森 田 生 物 反 応 化 学
鈴木軒目 生 体 構 造 学
生 物 学 I 3 菊 川 生 体 楠 遊 学
繊 細 環 境 科 学
藤 井 何破砕3)13旧僻沿脳剣E占 環 境 科 学
地 学 2 3 小林関 地 J)J< 進 化 学
竹 内 地 球 jft 化 学
寝 泊 科 学
2 2 小 島 生 物 閥 横 能佳 木 比 較 経 済 論
吉田制 英 米 文 学
神 徳 英 米 言 語 文 化
高 安 英 米 言 語 文 化
鈴木備 英 米 吉 語 文 化
英 a町u 。" 7 9 湯 川 行 動 文 化
奥 村 英 米 言 第 文 化
佐 藤 英 米 言 語 文 化
ムラnY 国際文 化 関 係 議
井 上 行 動 文 化
大 谷 ('11電xs年3/l311J例道磁潮目前 し
飯 蘇 （司被S年3月3旧伊烈識滋在者 ヨ ー ロ ッ パ言箆文化
奥 貫 ヨ ー ロ ッパ邑語文化
ド イ ツ 語 4 3 8 
瀧 E事 ド イ ツ 誌
山 本 ヨ ー ロ ッ バ言語文化
�JI） 本 ヨ ー ロ ッ パ言語文化
成 田 ヨーロ v パ言語文化
宮 内 ヨーロヲパ言語文化
7 ラ ン ス 語 I 勝 野 国際文 化 関 係 論
中 国 語 2 
＊ 小 総 日本東洋昌語文化2 上 野 日 本東洋言語文化
福 田 保 健体 育 科 教 育
北 村 生理学及び衛生学
保 健 体 育 I 3 2 6 布 村 学 校 保 健
大 川 体 育 笑 技
鳥 海 生理学及び衛生学
水 谷 体育理論 ・ 体育史
日記苦 ・ 日 ；瓦事情 蕗 図 日本語 ・ 日本事情
学 科 目 外
d十 30 30 6 66 66 30 16 5 自 6 
＊ 学科 目 「中国語」 の小松謙助教授は、 平成 4 年10月 1 日付けで京都府立大学に転出、 同 日付け で後任者伊藤美重子を助教授
と し て採用予定
8川吉
6 . 平成5 年度政府予算成立後における学部別教官一覧
（平成 4 年10月 1 4 日 評議会確認資料の概要）
〔 人 文 学部教官一 覧 〕 （平成 4 年10月 1 日現在の構想）
ム戸 科 名 議 座 名 職 種 別 数 教 養 部 か ら の
現人文学部教官名
（課 程 名） （学科 目 名 ） 教 授 助教綬 講 師 助 手 移行予定教官名
人 文 学 科 人 間 基 礎 論 3 4 7 本田、 木下、 中本、 永井 岡村、 松iii奇、 中
歴 史 文 化 4 2 2 8 宮田、 本郷、 小谷、 谷井 気賀様、 吉田
（河村） 、 4艮ii!
行 動 文 化 4 5 10 浅井、 鈴木、 小様、 岩井 椛村、 海老原、 中河
（豊泉） 、 湯川、 井上
国 際 文 化 学 科 環 境 地 域 論 2 7 9 宇野、 前川、 浜谷、 水内 立川、 筒井、 溝口
赤阪、 末原
国際文化関係論 4 5 三賀、 磁井、 波溢 ム ラ ジ ア ン 、 勝lli"f
言 M� 文 化 学 科 日本東洋言語文化 2 7 2 1 1  。 I ＼木） 、 釘買、 11 l口 二村、 伊藤、 上野
田村、 藤木、 序回、 中村
磯部
英 米 言 語 文 化 4 7 1 1  平田、 小川、 奥田、 草薙 事＼1徳、 高安、 鈴木、 奥村
福田、 大工原 佐勝
ヨ ー ロ ッ パ言語文化 5 5 1 1 1  （古田） 、 北村、 提山 （飯森） 、 奥貫、 山木
矢様、 村井 別木、 成田、 宮内
メ仁コ、 28 38 6 72 42 30 
注 （ ） 替 き は， f!¥年又は転出予定数官
円4AUτ 
〔 教育学部教官一 覧 〕 （平成 4 年IO月 1 日現在の構惣）
学 科 名 �i'4 座 名 職 種 別 数 教 養 部 か ら の
現 教 育 学 部 教 官 名
（課 程 名） （学科 目 名） 教 授 助教授 講 師 助 手 言十 移行予定数官名
小学校教員養成課程 国 三ロ五0 学 2 2 竹浪 塚崎
中学校教員養成課程 国 文 学 2 佐々 木 （治）、 呉羽
指鮮校教員養成課程 寄 道 I 押田
幼稚園教員養成課程 国 語 科 教 育 1 原田
日本語 ・ 日本事情 藤田
歴 史 A寸� I 2 深井、 徳 惰
地 理 学 2 1ヒ林、 （高精 後任採用予定）
法 律 学 I 淡川
社 §三>. 学 2 2 奥村 在日山
経 済 ：子 I 市川
社 会 科 教 育 I 松井
代数学及び幾何学 2 浅間、 l川安
解析学及 び応m数学 I 2 泉野、 演名
数 学 科 教 育 I 2 栗原、 大森
物 理 学 1 2 清水、 市瀬
化 学 2 3 野村、 竹内、 f干潟
生 物 子 2 問中、 波法
地 学 2 相馬、 刷朕
理 科 教 育 1 1 2 長井、 ！京
声 楽 1 新;J:f:
1.§ 楽 2 2 辰 巳、 石升
f'I" illl 1 松本
音 楽 科 教 育 1 中村
絵 画 1 丹羽
日E 塑 1 （ 中 谷 － 後任採用予定）
＋持 成 1 後藤
美術f!l!�市 ・ 美術史 1 遠 藤
美 術 科 教 育 1 1 長谷川
体 育 実 技 2 2 4 河野、 （白川 後任採朋予定） 大川
堀田 （朋）
生理学及び街生学 3 山地 北村、 鳥海
学 校 保 健 2 2 横山 布村
体育理論 ・ 体育史 1 3 中I 1 1  （孝） 、 西川 水谷
qu a斗A
学 科 名 議 座 名 職 種 目！J 数
（課 程 名） （学科目名） 教 授 助教授 議 日市 助 手
保健体育科教育
木 材 加 工
電 気 1 
機 事員
技 術 科 教 育
食 物 学
被 ijji が寸�ー． 1 
家 庭 管 理
家 庭 科 教 育
農 業 1 
英 U宝口ll 学
英 米 文 学
英 語 科 教 育
ド イ 、ノリ 主U五"' 
障 害 児 教 育
障 害 児 心 理
障 害 児 病 理
幼 児 教 育
幼 児 心 埋
保育内容の研究
教 育 字：
教 育 史 1 
教 育 制 度
教 育 社 会 学
教 育 心 理 学
発 達 心 理 学
情 報 教 育 課 程 教 育 情 報 科 学 3 
環 境 科 学 3 
学 科 目 外
附属教育実践研究指導セ ン タ ー 1 
メ仁ち1、 5 1  
注 1 ( ） 書 き は， 停年文 は転出予定教官







40 8 3 
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教 養 部 か ら の
現教育学部教科名
移行予定数官名
2 山下 （三） 福田
























4 ［笹尾］ 、 ｜白j後 中越、 世利
5 宇井、 加問 （幸） （藤井 ： 後任採用予定）
手塚、 横畑
2 （佐有 本（光） ． 後任採用予定）
吉田
102 86 16  
〔 経済学部教官一 覧 〕 （平成 4 年10月 l 日 現在の構想〉
学 科 名 講 座 名 職 種 別 数 教 養 部 か ら の
現経済学部教官名
（課 程 名） （学科目名） 教 授 即激授 講 師 助 手 計 移行予定数官名
経 済 学 科 理 論 経 済 学 2 4 7 浅見、 蝋淳、 小倉、 坂口 松井
佐藤 （良） 、 新里
比 較 経 済 論 6 2 2 1 0  飯田、 小松、 田中 （寛） 桂木
武、 中藤、 藤森、 松井
柳川 ｜、 米原
政 策 科 学 5 1 8 織田、 小原、 酒井、 瀧
竹川、 増田、 松川、 和合
応 用 経 済 学 2 3 5 坦田、 長久、 丹羽、 芳賀
古田
経 営 学 科 経 呂 学 4 5 2 1 1  伊藤 （格） 、 榊原、 津野
深田、 背様、 鈴木
田中 （祥） 、 谷川
水谷内、 茂煩、 森岡
応 用 経 営 3 3 7 河野、 小島、 武井、 武脇
中村、 森凶、 i lJ上
管 理 科 学 2 2 2 7 飯野、 上木、 太田、 菊田
白石、 中島、 般若
経 営 法 学 科 基 礎 法 3 7 1 1  伊藤 （良） 、 岩崎、 小嶋 大薮、 駒城、 八木
篠原、 西村、 萩野、 安村
山 口
民 司王 法 2 4 6 浅井、 大西、 ffJ獄、 唐津
長谷川、 吉原
企 業 関 係 法 3 3 7 泉田、 居林、 小鳥
佐藤 （裕） 、 志津田
滝川 、 山本
”三jド＂J 座 外
ぷ6、 32 33 4 10  79  74 5 
Fhu 凋M2
〔 理学部教官一 覧 〕 （平成 4 年10月 1 日 現在の構想）
'.'f: 科 名 議 座 名 職 種 別 数 教 養 部 か ら の
現理学部教官名
（課 程 名） （学科 目 名 ） 教 授 助教授 講 師 助 手 計 移行予定数宮名
数 学 科 数 理 解 析 2 3 6 渡i表 （義） 、 鈴木 （正）
東J l l、 阿部、 水野、 古閑
情 報 数 理 4 3 8 風巻、 吉田 （範） 、 菅谷 小林 （久）
藤田、 久保、 細野、 菊地
物 理 学 科 物 性 物 理 学 2 3 6 桜井、 （杉田） 、 近堂 石川
阿部、 飯田
量 子 物 理 学 3 2 2 7 俗本、 常川、 高木、 平山
松島、 小田島、 長崎
イヒ 学 科 反 応 物 性 化 学 2 3 2 7 4公浦、 金坂、 安田、 金森
田 口 、 石岡、 笠原
合 成 有 機 化 学 2 3 2 7 尾島、 樋口、 山 口 （附） 塩谷
平井、 東軒、 南部
生 物 学 科 生 体 構 造 学 2 2 5 笹山、 小松、 鈴木 （信） 鈴木 O＇�） 、 菊川
生 体 制 御 学 2 2 6 菅井、 小嶋、 山田、 野口
地図、 中村
地 球 科 学 科 地 球 因 物 理 学 2 2 2 6 広岡、 針馬、 川崎、 庄子
酒井、 J I I田
地 球 進 化 学 3 2 6 掘i也、 水谷、 氏家、 大藤 小林 （武） 、 竹内
生 物 閤 環 境 環 境 化 学 計 測 l 3 後藤、 佐竹、 吉田 （向）
t位 学 科
奔す 生 物 圏 機 能 2 l 4 井上、 黒田、 興志平 小島
ます》 座 外 3 4 鳴橋、 池田、 演本、 高安
メE当Z、 計 28 27 l 19 75 67 8 
注 （ ） 書 き は， 停年教官
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〔 工学部教官一 覧 〕 （平成 4 年10月 1 日現在の椛想）
学 科 名 講 座 名 職 種 別 数 教 養 部 か ら の現工学部教官名
（課 程 名） （学科 目名 ） 教 授 助教授 講 師 助 手 移行予定数官名
電子↑古報工学科 電気システム工学 3 2 3 9 藤田、 池田、 八木、 作井
佐 々 木 （和） 、 山崎
高橋、 塚田、 高井
物性デバイ ス工学 4 2 2 9 龍山、 宮下 （和） 、 女川
小林、 上羽、 中谷、 丹保
岡田、 中
計 算 機 工 学 2 2 2 7 米国、 坂井、 三 日 市
袋谷、 長谷、 小出、 酒井
基 礎 情 報 工 学 2 3 1 7 中山、 山首HI、 松田、 川 田
！毘瀬、 阿部、 宮腰
知 識 情 報 工 学 3 2 5 村井、 西塚、 河崎、 田原
；�mi 
機 械 シ ス テ ム 強度 設 計 工 学 2 1 4 五嶋、 堀様、 石原、 西野
工 学 科 刻j制一システム工学 2 2 5 岩洲、 竹越、 奥井、 平�
小坂
生産システム工学 2 2 5 能登谷、 時得
山田 （茂） 、 松木、 高辻
制御 シス テム工学 3 3 6 小泉、 岩城、 松本
佐々 木 （基） 、 大住
小原
機樹吉報システム工学 2 2 6 古川、 伊藤 （紀） 、 田代 潟、 江上、 早川
物 質 工 学 科 物 質 化 学 工 学 3 2 3 8 新井、 嶋尾、 商部、 佐賀
黒田、 砂田、 山田 （ 自 〉
蓮覚寺
機能性材料工学 2 1 2 6 石然、 杉本、 雨漏
島崎 （手IJ) 、 寺山、 山本
材 料 設 計 工 学 2 2 5 大問、 宮下 （尚） 、 品川
吉田、 革開
材 料 物 性 工 学 2 2 5 多 々 、 穴回、 高山 森、 西村
化学生物工学科 生 物 反 応 化 学 4 2 2 8 島崎 （長） 、 加藤、 作道 森田
松郷、 吉村、 米山、 小野
生物プロセス工学 3 6 笹倉、 田中、 山口、 諸橋
川崎、 星野
生 体 分 子 化 学 2 2 5 長谷川、 北野、 宮本
伊藤 （研） 、 佐山
細 胞 工 学 2 4 畠山、 井上、 小平、 白ij回
d誇 座 外
iに�、 言十 45 28 14 23 1 1 0  1 04 6 
円iAUτ 
7 . 新課程実施委員会 に お け る 各教科部 （ 主題別 ・ 授業科 目 別） 所属教官一覧
（平成 4 年10月 26 日 新教育課程実施委員会確認の 資料）
主 題 授 業 科 目 志 望 担 当 教 官










， ， ‘ 、
．
I 思 想 と 倫 理 I 1 哲 学 の す す め ｜ 山 本 田 弘 102 木 下 喬 103 中 本 昌 年
104 永 井 龍 男 601 観 山 雪 陽 602 岡 村 信 孝· ·2 ·
.
·· X両正伶逗1-- -6-63－芯白二半似面 持呆 .L 
E 心 理 と 教 育 I 1 こ こ ろ の 科 学 I 263 室 橋 春 光 266 大 石 昂 別 山 本 都 久
275 村 上 宣 寛 276 塚 野 州 ー 277 河 本 肇
278 向 後 千 春 605 梅 村 智恵子 606 海老原 直 邦
704 中 村 剛
2 . 教 育 と 社 会 I 262 安 達 勇 作 265 岸 井 勇 雄 268 宮 崎 州 弘
文 271 蹟 瀬 信
昭 280 吉 田 雅 巳
紹 205 深 井 甚 三
269 鹿 田 忍 270 宗 孝
273 山野井 教 徒、 204 原 田 嘉
E 歴 史 の 世 界 1 1 日本の歴史と社会 I 10s 富 田 正 弘 106 本 郷 真
608 立 川 健 治 1 1 1 字 野 隆 夫 112 前 川 要
2 . 東洋の歴史と社会 I 101 小 谷 仲 男 108 谷 井 俊 仁 607 気賀海 保 規
3 . 西洋の歴史と社会 I 1 10 根 津 由喜夫 206 徳 橋 曜 609 吉 田 俊 則
W 文 学 の 世 界 1 1 日 本 文 学 I 123 山 口 幸 祐 山 田 村 俊 介 加 佐々 木 浩
I 202 呉 羽 長 61 1 二 村 文 人
主 太 郎 610 塚 崎 幹 夫 142 村 井 文 夫
V 言 語 と 文 化 I 1 . 言 語 と 文 化
133 草 薙
14 1 波 返 洋
1 17 浅 井 亨
1 1 5 赤 阪 賢
十 文 男
118 鈴 木 敏 昭 122 釘 貫 予
1 1 6 末 原 達 郎 1 1 9 小 海 浩
羽 芸 術 の 世 界 1 1 音 楽 I 230 新 j
I 233 松 本 清 234 中 村 義 朗
2 . 美 術 I 120 岩 井 端 校 235 丹 羽 洋 介 237 後 藤 敏 伸
I 238 遠 藤 幸 一 239 長谷川 総一郎
未定 I 203 押 田 雅 次
I 社会理論 と 現代 l 1 . 社会科学の I 303 坂 口 正 志 306 浅 見 克 彦 訂正柳 川 洋 一
方法 と理論 I 324 長 久 良 一
2 . 現代社会 論 i I 2i2 松 井 政 明 31 1 飯 田 剛 史 6i9 中 河 仲 俊
3 . 現代社会 論 II I 139 藤 井 一 行 614 松 井 暁 617 筒 井 洋
304 小 倉 利 丸
E 法 と 政 治 I 1 . 日 本 国 憲 法 I 347 篠 原 巌 349 伊 藤 良 弘 209 淡 川 典 子
613 八 木 保 夫
2 . 国 家 と 政 治 I 346 山 口 孝 道 616 大 薮 龍 介 612 駒 城 鎖 －
3 . 経済生活 と 法 I 348 荻 野 際 351 岩 崎 政 明 360 居 林 次 雄
362 滝 川 敏 明 363 山 本 直 孝 365 志津 田 一 彦
4：而昆古語之丞｜お注井白半お示長谷ii"1"" 色弱孟玩 位噌
352 西 村 秀 二 353 吉 原 節 夫 355 角 森 正 雄
口6duτ 
主 題
田 産 業 と 経 済
W 地 域 と 生 活
I 地 球 と 環 境
E 生 命 の 世 界
m 1;1 然、 の 椛 造
授 業 科 目 ；む 望 担 当 教 官 b出 考
1 . 経済 ・ 経営 301 酬 禄 兆 三 302 佐 藤 良 一 321 丹 羽 昇
デー タ を読む 322 古 田 俊 吉 329 榊 原 英 夫 334 鈴 木 延 史
615 世 利 幹 雄
， ， ． ， ， 『. . . . ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ . . ・ ， . . . . ・ . ・ . . . ー ・ . ー ー . . . .  - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 4”ー・ － · － － － － ・ 4， ー 喝· － － － ・ － － － － － ’ － － － － － 4 ” ・p ・p ・ ・ ・ ー ー ・ ・ ー ， ， ， － － － - - - - ・・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 4’ ・ . .
2 . 企 業 と 仕 事
・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ー ・ ・ ー ー ー ー ・ ． ． ・ － ． ． ． ． ． ． ． ．  
3 . 世界経済の
過去 と 現在- - - - -- - - -- -- - - - - - - - -- - - - --- - - - -
4 .  日本の経済と産業
ー ー ー ー ー ・ ー － a・ － － ・ － ． ， ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ー
5 . 日 本の企業経営
1 . 地域の社会 と文化
・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ー ・ - - - - - - -
2 . 富山の経済と社会
1 . 地球の構造と 活動
ー ， ・ ， ， ， ， ， ． ・ ・ ー ・ ， ． ． ー － － － － － － － － － － －  
2 . 地 球 の 環 境
1 . 生 命 の し く み
- - - - - - - - - - - － － － － － － － － － － － － － ， ー ， ．
2 . 生 命 と 環 境
l . 宇 宙 の 柄 造
- -- － － － － － － － － － － － 喝 ・ － － － － － － － － － － － － － － －
2 . 化学物質の世界
- - - - ． ． 司 ・ ， ． ， ． ，， ， ． ， ． ， ， ， ー ． . . .  
3 . 物 質 の 構 造
210 奥 村 義 雄 33 1 沢 野 雅 彦 337 武 井 重力
343 太 田 雅 晴 344 飯 野 正 幸 358 唐 津 1専
364 小 潟 典 明 327 伊 藤 格 夫
－ － － ・. . - -- -- - - - -- - -- - - - --- - - - - --· .. . . . .. . .  ． ・p ”卓司p . . ・ － · － － － 由 直 司. . . . ， 『. . ・ . ・・ . . ・・ ・ ・ 4’ ・ － － － -
2 1 1 市 川 文 彦 307 武 暢 夫 31 0 藤 森 英 男
325 垣 田 直 樹 332 森 岡 裕 333 茂 垣 広 志
・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 司 ・ 晦 e ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・. . - - - - 『. . ， ， 司F E ・ ・ ・ ， ， ー ・ ， . . . . . . . .  - - - - . .』 ー ー ー ・ ・ ー － － ー ー ー ， ・ ， ， ． 
308 小 松 和 生 31 3 松 井 隆 幸 314 小 原 久 治
315 地 田 信 彦 323 芳 賀 健 一 639 綾 木 健 次
－ ー - - - - - - - - - - - - - ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・. . － － － － ・ . ・ － － － － ・ － － － － － － － － － － － － － － － ー ， ， ， ， ・ ・ ー ー ー ー ・ ・ ー － ー － － － － － － － － ・ ・ ・ ・ . .』 由
328 田 中 祥 子 330 水谷内 徹 也 336 小 島 満
338 武 脇 誠 339 河 野 三 郎 340 中 村 博 之
1 1 3 浜 谷 正 人 1 14 水 内 俊 雄 316 竹 川 慎 吾
618 溝 口 常 俊. ・・ ・ ・ ・ － - - - - － ・p - - - - - - - E ’ E ”  ’ E ・ E ・ 4 ・ . ・· － － － － － － ・ ・ ・ ・ a ・ ・ ・ ・ ー ー ・・ ー ー ー ． ． ． ． ． ． ． ． - - - - - - - - - -
207 北 林 吉 弘 309 r.j:l 藤 康 俊 319 酒 井 富 夫
225 相 馬 恒 雄 226 刑 座 圭太郎 441 広 岡 公 夫
442 J l l 崎 一 朗 443 堀 越 叡 444 民 家 治
636 小 林 武 彦 637 竹 内 章
・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ， ， ． 4・ ・ ・ ー ・ ー - . . . .・ － .. 晶 司酔 晶 晶 晶 晶 晶 晶 晶 晶 晶 晶 晶 晶 晶 晶 晶 ・ ・・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・・ ー ・ ． ・ ー ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ．． 『.. 『・ . . . 
229 字 井 啓 高 445 水 谷 義 彦 446 佐 竹 洋
447 事j 馬 勝 年 448 庄 子 仁
433 笹 山 雄 一 436 野 口 宗 窓 437 菅 井 道 三
439 小 嶋 取 633 菊 ! I I 茂 438 山 田 恭 司
435 井 上 弘 440 黒 田 英 世 570 松 郷 誠 一
579 伊 藤 研 策 582 小 平 憲 一 58 1 畠 山 盟 正
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223 田 中 普 227 長 井 真 隆 432 I！馬 橋 直 弘
518 袋 谷 賢 吉 575 川 崎 博 幸 632 鈴 木 邦 雄
634 横 畑 泰 志、 638 小 島 覚 224 波 返
434 小 松 美英子
516 坂 井 純 一 520 小 出 民 路
場 ， . . . - － ・ ． ． ． ． ． ．
．‘ ・ 4・ ・・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ - - -
・ $ ． ， ． 晶 ・ ー ー ー ー
a’ ー ー ー ・ ー ー － ー ・ ． ．
・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ． ． ． ． 
－ a』 ーー - - - - －ー .. --- - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - ..’ ・ー ・ ． ， ， ， · · · · · · ・ ・ ・. . - - - - - - - - - - · · ·  － ー － ・ ， ‘ ・ ・ ・ ー ・ 4・ ・ 4・ ・・ ． ． ． ．． ， ． 
421 松 浦 郁 也 422 安 田 祐 介 423 高 安 紀
424 金 坂 結1 425 金 森 寛 426 後 藤 克 己
427 間 口 茂 429 樋 口 弘 行 430 1J1 日 附 司
43 1 平 井 美 飢 553 新 井 甲 －－ 555 黒 田 重 埼
568 加 藤 勉 569 吉 村 敏 章 576 長谷川 淳
577 北 野 博 巳 578 宮 本 真 敏 629 塩 谷 俊 作
630 手 塚 昌 郷 631 森 問 弘 之 702 渡 辺 国 昭
428 尾 鳥 十 郎 22 1 野 村 界• •  a ・ ． ．  ． ． ， ， ，  ． ‘ e  a ・ ・ ー ー . . ・ － － － － － ー . . ・b - - - - - - ’ － － － － － － － ー ・ － － － － － － － － － ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・h 白 血 ー ー － － － － － － － － － ・ － － － － － 色 圃
219 清 水 健 次 220 市 瀬 和 義 41 1 桜 井 醇 児
412 近 年： 和 郎 417 岡 部 俊 夫 51 0 龍 山 智 栄
51 1 中 谷 訓 幸 51 2 上 羽 弘 5 13 丹 保 盛 和
560 大 岡 耕 之 566 作 道 栄 一 628 西 村 克 彦
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主 J.fil 
W 数 理 の 世 界
V 技 術 の 世 界
羽 生 活 の 科 学
VII 情 報 の 科 学
授 業 科 目
， ， ・ －ー ・ ・ー・ ・b·----- － － ・ ・ ・p - -- -- - -
4 . 量 子 の 世 界
1 . 白 然 と 数 理
－ － － －  － － － － － － － ・ ー ・ 4・ ー ． ．‘ ・ ・ 4・ ． ． ， ．‘ 司， ， ， ． ．‘ ・ ，
2 . 社 会 と 数 理
－－ －·』・－ - - - - - - - - - - － ・ － － － － － － － － － -
3 . 情 報 と 数 理
1 . 機 械 の 力 学
. . ’ E ・ ・ ・ － － － － － ー ・ ． - - - － － － ・ ・ p ・ a・ . 
2 . 生産のための技術
志 望 担 当 教 官
701 松 山 政 夫
- - - - - - - - - - - - - - - - - ・
4』 ・・・ ー ・ ー ー ・ ー ー ・ ー ー － － － － . ・ ー ー ー . . ・ ・ ・・ 4・ ・. - -- - - - - - - - - - ． ， ， 喧 司 圃b ・ . 
413 松 本 賢 一 414 平 山 災 4 1 5 I策 本 fill 治
418 1古 川 省 三 419 高 木 光司郎 420 松 島 房 和
626 森 克 徳
213 浅 沼 照 雄 214 岡 安 隆 215 ｝］長 野 佐 一
216 i賓 名 正 道 401 渡 遺 義 之 402 鈴 木 正 昭
404 風 巻 紀 彦 405 藤 田 安 啓 406 吉 田 範 夫
407 久 保 文 夫 409 菅 谷 孝 410 細 野 4芦‘＝ー7、
502 池 田 長 康 524 川 田 勉 62 1 葛 晋 治
622 中 越 矩 方 623 小 林 久存雄 624 江 上 繁 樹
625 早 川 英治郎
”・·－ - - - - 司p - - - E司·－ -- ー. . －ー － － ー ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ＋ ・ ・ 4匹 骨 司p - - - - - - - - - - - - - - - － － － － － － － ・ － － － － － － － － - - - - -
305 新 型 泰 孝 31 7 和 合 肇 318 松 川 il主
320 瀧 敦 弘 341 中 島 信 之 342 菊 田 健 作
345 白 石 俊 輔 403 東 川 和 夫
ー－ － － - - - - - - - -- - - - - - - - - - - - - - - － － 司· － － － － ・ E ・ . a ・ ・ a ・ ・ － － － － - － － － － － － ・ . . ・ － － － --
218 大 森 克 史 408 池 田 栄 雄
531 塩 津 和 章 532 五 l嶋 孝 仁 534 西 野 粘 ー
535 岩 淵 牧 男 537 奥 井 健 一 538 平 沢 良 男
542 伊 藤 紀 男 546 岩 城 敏 博 550 佐 々 木 基 文
536 竹 越 栄 俊
－ － － ·”’ ・ ・p - - - ・ . ・ 司p ・ . ・. . . ー ・p ・ - - - - - - －ー . . ・p ・ . . 『 ・・a -- - - E ・ . ..・4・.. ． ・p ・ ・ ， . . ・ ・ ・. .・ . ..・．．
249 中 井 学 539 時 津 員 540 吉 川 和 男
541 能登谷 久 公 543 松 木 賢 司 544 1 1 回 茂
548 大 住 剛 549 小 原 治 樹 562 宮 下 尚
571 田 中 久 弥 572 笹 倉 誇 介 574 諸 橋 昭 一
547 小 泉 邦 雄 565 吉 田 正 道
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3 . 電気 ・ 電子機器
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4 . 材 料 の 科 学
1 . 生 活 の 科 学
－ － － － － － － － － － ー ー ー ー ー － ー ー ーー ・ ・ ー ー - - - -
2 . 睡 眠 の 科 学
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3 . 園 三合日金
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未定
1 .  コ ン ピュ ー タ の 話
250 小 西 照 泰 501 藤 田 宏 505 作 井 正 昭
507 宮 下 和 雄 508 女 川 博 義 5 1 7 三 日 市 政 司
528 西 塚 典 生 529 村 井 忠 邦
ー ー ー， . ， ー － ー- - - - - - - - - - - ・ ・ ・ ・ ・ ・ E ’ E ・ － － － － － － － － － - - E ・ - - - - a ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ － - - - - - － －－ － － － － － ·， 司. . ・ ・ － － －－－ -
222 竹 内 茂 繍 506 山 崎 登志成 552 西 部 慶 一
554 佐 貫 須美子 556 石 黒 隆 義 557 杉 本 益 規
558 高 瀬 均 561 多 々 静 夫 564 品 川 不二雄
551 嶋 尾 一 郎 563 穴 凹 博 559 島 崎 利 治
703 池 野 進
228 原 稔 251 1JU 藤 征 江 253 諸 問 精 美
255 中 川 昨 567 島 崎 長一郎 580 井 上 正 美
. ー・ーー ー ・ - - - - - - - - - ’ ・ ・ . ー ・ － － - ー ー － － ー ・ -- -- - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - － ·， ー ・ ・ － － － － ー － －－ － － －  
264 石 原 勢 254 神 川 康 子 573 山 口 信 吉
ー ー ー ー . . ー ・ 4・ ・ ・ ・ . . ー ・ ・ ・ ー ・ － － － － ー ー ー ・ ・ ・ ・ ・ . ， ・ ・ ・ ー － － － － － -- - - - - - - -- - - - - - - - -- - - - - - -- - - - - -- - - -- --
257 穴 山 彊 258 結 城 善 之
ー ー － ー － -- -- － － ’ E  E ・ － － － － － ・－ - - - － － ・ － － － － － ・ ・ － － - -- - - - - - - - - - - － － ・ ・ ・ ・ ・ ・ . ・ － － － － － － － － － －－·匹a・・・·－－－·酔喧
252 松 川 三 郎 256 三 浦 鏡 子
248 L1 1 西 j間 一 503 八 木 寛 504 佐 々 木 和 男
514 岡 田 裕 之 519 長 谷 博 行 521 中 山 問。
522 u.1 淵 龍 夫 523 松 田 秀 雄 525 腐 瀬 貞 樹
526 岡 部 皇室 515 米 国 政 明
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主 題 授 業 科 目 志 望 担 当 教 官 。街 考
外国語第 l （英語） 130 平 田 純 131 小 川 洋 通 132 奥 田 平八郎
134 福 田 立 明 259 荻 原 洋 260 内 藤 亮 一
261 加 瀬 正二郎 640 吉 田 和 夫 642 高 安 和 子
644 湯 川 純 幸 646 奥 村 議 臼7 佐 藤 清 人
648 井 上 逸 兵 645 L.7')7＇／・ メ 7 リ ー ・ 7ン 倒3 鈴 木 孝 志
527 河 崎 菩司郎 641 神 徳 昭 甫
第 2 志望 ( 133 草 薙 太 郎 337 武 井 勲）
外国語第 2 （ そ の他の外国語） 125 藤 本 幸 夫 127 中 村 雅 之 128 三 賀 政 美
137 北 村 純 一 138 堤 山 淑 郎 140 矢 浮 英 一
65 1 奥 貫 晴 弘 652 瀧 津 弘 653 山 本 孝 一
654 l':J!J 本 明 夫 655 成 問 節 656 宮 内 伸 子
659 上 野 隆 三 666 藤 田 正 春 129 磯 部 彰
657 勝 野 良 一
第 2 志望 (645 ムラジ7ン ・ メ7 リ ー ・ 7'/ 235 丹 羽 洋 介 139 藤 井 一 行
640 吉 田 和 夫 141 渡 透 洋）
他殴 ・ ス ポ ー ッ科学 240 河 野 信 弘 242 堀 田 朋 基 243 山 地 啓 司
244 横 山 泰 行 245 中 川 孝 246 西 川 友 之
247 山 下 三 郎 660 福 田 明 夫 66 1 北 村 潔 和
662 布 村 忠 弘 663 大 川 信 行 664 鳥 海 清 司
665 水 谷 秀 樹 705 高 尾 テ ル ノ
情報処理 133 草 薙 太 郎 248 山 西 潤 － 305 新 型 泰 孝
320 瀧 敦 弘 33 1 沢 野 雅 彦 343 太 田 雅 晴
418 常 川 省 三 519 長 谷 博 行 522 山 淵 龍 夫
565 吉 田 正 道 579 伊 藤 研 策
言語表現 1 13 浜 谷 正 人 229 宇 井 啓 雨 278 向 後 千 春
337 武 井 勲 61 7 筒 井 洋 一 645 ムラジ7＇／• げ ト ・ 7 '/
528 西 塚 典 生 31 6 竹 川 慎 吾 415 7資 本 伸 治
教科部未定 217 栗原幹夫 272 浦野譲二
（注） こ の表は、 平成 4. 1 1 . 5現在で掲載 しであ り 、 今後、 変更 も あ り 得 る 。
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8 . 今後における検討の進 め方
( 1 ) 教育改革整備委員会における検討事項 （例示）
（平成 4 年 9 月 25 日 臨時評議会提 出 の 資料）
【組織制度】
1 .  4 年一貫教育に伴 う 富山大学 の教育 目 標 の策定
学則第 1 条 「 目 的」 と の 関係 を 含 め て検討
2 . 教養教育 の実施体制 （ 4 年一貫教育 カ リ キ ュ ラ ム 編成 に係 る 実施体制を含む。 ）
・ 組織 答 申 の大学教育委員会構想 （ 4 年一貫教育） と 新教育課程実施委員会
構想 （教養教育） と の 関係等
・ 権限 （位置付 け ） 検討機関か実施機関か等
． 所管事項
① 教養教育 （含， 共通教育） の実施計画 の策定
カ リ キ ュ ラ ム 編成 （開講授業科 目 の決定、 時間割編成等）
担当教官の決定 （非常勤講師 の雇用計画、 選考等を含む。）
履修方法 （履修手続、 履修者数の調整基準、 単位の認定 ・ 管理）
② 教養教育 に 係 る 予算の取 り ま と め 、 配分執行 （一般設備費、 教育方法改
善、 建物維持管理共通経費等）
③ 新規増員教官定員 の所属学部 の決定
④ 教養教育 の 企画 ・ 立案
⑤ 教養教育 に 係 る 自 己点検 ・ 評価
⑥ 教養教育 に 係 る 諸規定 の制定 ・ 改廃
⑦ 関係委員会委員 の選出
⑧ 教養教育 に 係 る 施設 ・ 設備 の利用計画
⑨ そ の他， 教養教育に係 る 管理運営上の諸問題
・ 構成 委員長等 任期
・ そ の他 庶務等
3 . 現教務委員会 （ 内規を含む。） の取扱 い
4 . 学則等基幹的規定 （移行上の経過措置規定を除 く 。 ） の策定
・ 学員IJ （①教養部廃止 に伴 う 所要 の改正， ②大学設置基準改正 に伴 う 検討等）
円ノし】Fhu 
・ 新実施機関関連規定
・ 履修関連規定 （ 各学部規則 と の 関係）
． 関連委員会委員選考規定
・ そ の他実施運営上必要 な規定等
5 . 現教養部所管 の土地 ・ 建物の管理
【教育課程移行】
1 新旧教育課程 に 関す る 事項
(1 ） 新教育課程の卒業要件
(2) 新教育課程への移行措置 （平成 4 年度以前の 入学者〉
・ 一般教育課程 の修了要件の取扱 い
・ 一般教育課程 の廃止 の時期
・ 一般教育課程廃止 に 伴 う 読み替え
（留年生、 休学者、 マ イ ナ ス 移行生、 再履修者）
・ 一般教育課程 の実施体制
実施機関





－ 助言教官 ・ 指導教官 の取扱 い
2 教室 ・ 教官研究室の整備
3 学生への広報
(1 )  周知事項 （改革の趣旨， 内容， 実施機関， 経過措置）
(2) 周知の時期 ・ 方法
4 長期 の休学者， 留年生への 助言指導
（学部教務 ・ 補導委員会 と の 関係）
qu Fhu 
0教育改革整備委員会における今後のスケジ ュ ール （予定）
10 月 19日（月） 第 l 回 教育改革整備委員会を開催 し た。
（ ・ 同 委員会専門 委員会内規 の制定
・ 組織制度， 教育課程等移 行の両専門 委員会を 設置
11月 上旬～下旬 両専門 委員会に おいて所管 の検討事項を 検討す るO
12 月 上旬 全体委員会で実施計画（案） を 取りまとめる。
12 月 中旬 評議会に 実施計画（案） を 提出し， 審議願う。
1 月 中旬 評議会で実施計画を 決定す るO
(2 )  新教育課程実施委員会における検討事項
① 富山大学に おける教育課程編成方 針の作成ー一一一一 一一一一・……一 …ー （作成済み〉
② 全学教官に 対す る意 向調査 の実施 － 一 一一一一 一－－ － － － －守一 一一一一一一 一一（実施済み）
③ 当面 の実施体制 となる教科部， 分科会， 部会の構成決定 （空襲議必要）
④ 分科会委員， 分科会長， 部会委員， 総合 科目部会委員の選出及 び発令 …（ 向上）
⑤ 主題名， 授業科目名， 授業担当 教官の決定－－一一 一一一一一一一 一…一一一一一 一一一一 一（向上）
⑥ 教養教育に 係る授業時間割（案） の作成
⑦ 教養教育に係る教育課程表 の作成
⑧ 教養教育に係る講義要録 の作成
0 新教育課程実施委員会における審議スケ ジ ュ ール （予定）
10 月 中旬～下旬 ・ 分科会委員， 分科会長， 部会委員， 総合 科目部会
委員を選出し ， 発令 の手 続きを 進める。
（現在， 一 部調整中）





・ 各分科会ご とに各授業科目の開講 コ マ数， 開講年次 （3 
年分） ， 平成5年度の授業担 当者を 決定す る。
（現在， 一 部調整中）
． 各部会と実施委員会で各授業科目の開講 コ マ数開講年次
( 3年分〉 ， 平成5年度の授業担当者 を調整 し ， 最終 決
定す る。







9 . 平成 5 年度入学生に適用す る 授業時間割案
（平成 4 年 9 月 7 日 新教育課程実施委員会で取 り ま と め た原案）
平成 5 年度前学期 （第 1 期） 授業時間割 （案）
（ 平成 4 . 1 1. 10 現在）
ク 人 文 学 部 教 育 学 部 経 済 学 百官 理 学 部 工 学 部
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平成 5 年度後学期 （第 2 期） 授業時間割 （案）
ク 人 文 学 部l 教 育 学 i百l 経 Z員 �＇（： i官｛ Jill ''i" Iii� 工 '(: 郎
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平成 6 年度前学期 （第 3 期） 授業時間割 （案）
ク 人 文 学 館 教 育 学 ;m 経 済 ，一金、． 部 理 学 部 工 空宇 自I!
フ 人文 醜｜ 討語 小 ｜中制｜儲 2員 ｜ 営 ｜ 法 数 物 化 生 地 生 電 機 物 化
ス ｜ ｜ ｜ ｜  ｜ ｜ ｜ ｜  ｜ ｜  全ク ラ ス共通等
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平成 6 年度後学期 （第 4 期） 授業時間割 （ 案）
ク 人 文 学 部 教 育 学 総 経 1員 学 部 理 学 都 工 学 部
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平成 7 年度前学期 （第 5 期 ） 授業時間割 （案）
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平成 7 年度後学期 （第 6 期 ） 授業時間割 （案）
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( 1 ) 富 山大学大学教育改善検討委員会規則
（設 置）
第 1 条 富山大学 （以下 「本学」 と し 1 う 。 ） に， 評議会 の諮問 に 応 じ ， 本学 に お け
る 大学教育の 改善 に つ い て 具体的検討を進 め る た め， 富山大学大学教育改善検討
委員会 （以下 「委員会」 と い う 。 ） を置 く 。
（検討事項）
第 2 条 委員会 は， 次 に掲げ る 事項 に つ いて検討す る 。
( 1 )  一般教育 と 専門教育 の在 り 方
(2) 開設授業科 目 と カ リ キ ュ ラ ム の大綱
(3） 一般教育の実施組織の在 り 方
(4) そ の 他大学教育の改善 に 関す る 事項
（組 織）
第 3 条 委員会 は， 次 の 各号 に掲 げ る 者を も っ て組織す る 。
(1 ） 各学部及 び教養部 の教務委員長若 し く は副委員長 各 1 名
(2） 各学部及 び教養部 の教官 各 2 名 （教養部 に あ っ て は， 4 名 ）
2 前項各号 に掲 げ る 委員 は， 学長が委嘱す る 。
（任 期）
第 4 条 前条第 1 項第 2 号の委員 の任期 は， 2 年 と し ， 再任を妨げ な い 。 ただ し，
補欠の委員 の任期 は， 前任者の残任期間 と す る O
（委員会）
第 5 条 委員会 に 委員長を置 き ， 委員 の互選 に よ っ て定 め る O
2 委員長 は， 委員会を招集 し ， そ の議長 と な る 。 た だ し 委員長 に事故あ る と き
は， 委員長 が あ ら か じ め指名 し た委員がそ の職務を行 う 。
（議 事〉
第 6 条 委員会 は， 委員の 3 分 の 2 以上の出席 に よ り 成立す る 。
2 議事 は， 出席委員の過半数を も っ て決 し 可否同数の と き は， 議長 の決す る と
こ ろ に よ る 。
（意見の聴取〉
第 7 条 委員長が必要 と 認 め た と き は， 委員以外 の者 の 出席を求めて意見を聴 く こ
と がで き る 。
14 nhv 
（部 会）
第 8 条 委員会 は， 必要が あ る と 認 め た と き は， 部会を置 く こ と がで き る O
（庶 務〉
第 9 条 委員会の庶務 は， 関係部局 の協力 を得て庶務課及 び学生課 に お い て処理す
る 。
附 則
こ の規則 は， 平成 3 年 5 月 1 0 日 か ら施行す る O
0 富 山大学大学教育改善検討委員会規則を廃止す る 規則
富山大学大学教育改善検討委員会規則 （平成 3 年 5 月 1 0 日 制定） は廃止す る 。
附 員IJ
こ の規則 は， 平成 4 年 9 月 25 日 か ら 施行す る 。
qL nhu 
(2 )  富山 大学新教育課程実施委員会規則
（設 置〉
第 1 条 富山大学 （以下 「本学」 と い う 。 ） に， 本学 に お け る 4 年一貫 の教育課程
の実施 に つ い て具体的検討を進 め る た め， 富山大学新教育課程実施委員会 （以下
「委員会」 と し 1 う 。 〉 を置 く 。
（ 審議事項）
第 2 条 委員会 は， 次 に 掲 げ る 事項 に つ い て審議す る 。
( 1 )  教育方針 に関す る基本的事項
(2） 教育課程の編成及 び履修方法 に関す る 基本的事項
(3) 全学に共通す る 授業科 目 等 に 関す る 授業計画 ・ 時間割等の 全学的調整
(4) そ の他必要 な事項
（組 織）
第 3 条 委員会 は， 次の各号 に掲 げ る 者を も っ て組織す る 。
( 1 )  学長
(2) 各学部長及 び教養部長
(3) 各学部及 び教養部 の教務委員長
(4） 各学部及 び教養部 の教官 各 1 名
(5） 学生部長
2 前項第 3 号及 び第 4 号 に掲 げ る 委員 は， 学長が委嘱す る 。
（任 期〉
第 4 条 前条第 1 項第 4 号の委員の任期 は， 2 年 と し ， 再任を妨 げ な い 。 た だ し
欠員 を生 じ た場合の後任の委員の任期 は， 前任者の残任期間 と す る 。
（委員長）
第 5 条 委員会 に委員長を 置 き ， 学長 を も っ て充て る 。
2 委員長 は， 委員会を招集 し ， そ の議長 と な る 。 た だ し， 委員長 に事故 あ る と き
は， 委員長 が あ ら か じ め 指名 し た委員がそ の職務を行 う 。
（議 事〉
第 6 条 委員会 は， 委員の 3 分 の 2 以上の出席 に よ り 成立す る 。
2 議事 は， 出席委員の過半数を も っ て 決 し ， 可否同数の と き は， 議長の決す る と
こ ろ に よ る 。
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（意見の聴取）
第 7 条 委員長が必要 と 認め た と き は， 委員以外の者の 出席を求め て意見を聴 く こ
と がで き る 。
（部 会）
第 8 条 委員会 は， 必要 が あ る と 認 め た と き は， 部会を 置 く こ と がで き る O
（庶 務）
第 9 条 委員会 の庶務 は， 学生部入試課 に お い て処理す る 。
附 則
こ の規則 は， 平成 4 年 5 月 1 5 日 か ら施行す る 。
0 富山大学新教育課程実施委員会内規
第 l 条 全学 に共通す る 科 目 に 係 る授業科 目 等 に つ い て 企画 ・ 編成す る た め， 富山大学教
育課程実施委員会規則J （平成 4 年 5 月 15 日 制定） 第 8 条の規定 に基づ き ， 次 の部会を置
く 。








2 部会 は， 当該分野 に 係 る 次 の事項を担当す る 。
(1 )  主題， 開講授業科 目及 び授業時数 の設定
(2） 授業担当教官 （学外非常勤講師を含む。 ） の 選任
(3) 講義要録の取 り ま と め
(4) 授業時間割表 の作成
(5) そ の 他の教育課程に関す る 事項
A斗企nhu 
3 部会に部会長を 置 き ， 部会長 は部会 に係 る 事項を総括す る 。
第 2 条 部会 に専門的事項を担当す る た め， 次の分科会を置 く 。
( 1 )  人文科学系部会
ア 思想 と 倫理分科会
イ 心理 と 教育分科会
ウ 歴史の世界分科会
エ 文学 と 芸術分科会
オ 言語 と 文化分科会
(2) 社会科学系部会
ア 社会科学 の方法分科会
イ 法 と 政治分科会
ウ 産業 と 経済分科会
エ 地域 と 生活分科会
オ 現代社会論分科会
(3) 自然科学系部会
















2 分科会 に 分科会長を置 き ， 分科会長 は 当該分科会 に 係 る 事項を総括す る 。
- 65 
3 分科会 は， 対応す る 富山大学教育課程編成方針 E の 6 の（1 ）の授業主題 の教科部か ら 選
出 さ れ た委員若干名 を も っ て構成す る O
第 3 条 部会は， 当該部会 に係 る 各分科会を代表す る 者若干名 を も っ て構成す る 。 ただ し
総合科 目 部会 は， 各分科会 （前条第 1 項 の 6 号及 び 7 号を 除 く 。〉 を 代表す る 者 各 1 名
を も っ て構成す る 。
第 4 条 部会聞 に お け る 連絡調整が必要 な場合 は， 関係部会聞 の連絡調整会議を設け る こ
と が で き る 。
2 連絡調整会議 に必要な事項 は， 当該部会問で定 め る 。
附 員lj
こ の 内規 は， 平成 4 年 7 月 1 7 日 か ら施行す る 。




第 1 条 富 山大学 に 富山大学教育改革整備委員会 （以下 「委員会 」 と い う 。 ） を 置
く 。
（ 目 的）
第 2 条 委員会 は， 教育改革 の実施に必要 な諸条件 の整備 に係 る 具体的な事項を審
議 し ， 必要 な実施計画 を策定す る も の と す る 。
（組 織）
第 3 条 委員会 は， 各学部及 び教養部か ら選出 さ れた評議員 1 名 を含む教官各 2 名
を も っ て組織す る 。
（委員長）
第 4 条 委員会 に委員長 を置 き ， 委員 の互選 に よ っ て定め る 。
（定足数）
第 5 条 委員会 は， 委員 の 3 分 の 2 以上 の 出 席 に よ り 成立す る 。
（専門委員会）
第 6 条 委員会 に， 必要 に応 じ て専門委員会を置 く こ と がで き る 。
2 専門委員会 の委員 は， 第 3 条 に定め る ほか， 専門委員会が必要 と 認 め る 者若干
名を加え る こ と が で き る 。
（庶 務）
第 7 条 委員会 の庶務 は， 庶務部庶務課 に お い て処理す る 。
附 員lj
1 こ の規則 は， 平成 4 年 9 月 25 日 か ら施行す る 。




第 l 条 富山大学教育改革整備委員会規則 （平成 4 年 9 月 25 日 制定） 第 6 条 の 規定に基づ
き ， 富山大学教育改革整備委員会 （以下 「委員会」 と い う 。 ） に， 次 の 専門 委員 会 を 置
く 。
専門委員会 の名称 所 掌 事 項
組 織 制 度 専 門 委 員 会 組織制度 に 係 る 検討
教育課程等移行専門委員会 教育課程等移行 に係 る 検討
（組 織）
第 2 条 専門委員会 は， 次 に掲 げ る 者を も っ て組織す る 。
専門委員会の名称 委 員
組 織 制 度 専 門 委 員 会 (1 ） 委員会委員 （教育課程等移行専門委員会
委員 を 除 く 。 ） 6 名
(2） 専門委員会 が必要 と 認 め る 者 若干名
教育課程等移行専門委員会 (1 ） 委員会委員 （組織制度専門委員会委員 を
除 く 。 ） 6 名
(2) 専門委員会 が必要 と 認め る 者 若干名
（主 査）
第 3 条 専門委員会 に主査を置 き ， 委員の互選 に よ り 定 め る 。
（意見の聴取）
第 4 条 専門委員会が必要 と 認 め た と き は， 委員以外の者の 出席を求め， 意見を聴 く こ と
がで き る 。
附 則
こ の 内規 は， 平成 4 年1 0月 1 9 日 か ら 実施す る 。
no nhu 
1 1 . 関連委員会名簿



























































4. 5. 3 1 )  人 （ ～
男
















































委 員 理 学 部
委 員 工 学 部
委 員 教 養 部
委 員 ρ 
nHU QU 
（注） 。 は 、 部会長を示す。
0 富山大学新教育課程実施委員会 （ 4. 5. 1 5 ～ ） 
足純人男司高
夫
輔 （～ 4. 9. 29) 





































































（注） 。 は， 部会長を示す。
新教育課程検討の分科会委員 部会委員， 総合科 目 部会委員
教科部名 分科会委員 部会委員 総合科 目 部会委員
I 思 想 と 倫 理 。人文 中 本 昌 年 人文 中 本 昌 年 教養 松 崎 一 平
，， 本 田 弘 教養 中 純 夫
，， 木 下 香
，， 永 井 龍 男
教養 観 山 雪 陽
II 岡 村 信 孝
，， 松 崎 一 平
人 II 中 純 夫
E 心 理 と 教 育 。教育 宮 崎 州 弘 教育 宮 崎 州 弘 教養 梅 村 智恵子
II 室 橋 春 光 ノノ 村 上 宣 寛
／／ 大 石 昂
，， 山 本 都 久
，， 村 上 宣 寛
，， 塚 野 州 一
文 ，， 河 本 肇
，， 向 後 千 春
ノ／ 安 達 勇 作
，， 岸 井 勇 雄
，， 贋 田 忍
／／ c刀土コミ' 孝 文
／／ 鹿 瀬 信
科 ，， 山野井 敦 徳
，， 原 田 嘉 昭
，， 吉 田 雅 巳
教養 梅 村 智恵子
，， 海老原 直 邦
保セ 中 村 岡I]
E 歴 史 の 世 界 。人文 小 谷 仲 男 人文 小 谷 仲 男 教養 立 川 健 治
守A込！： ，， 富 田 正 弘 教養 気賀津 保 規
，， 本 郷 真 紹
II 字 野 隆 夫
ノノ 前 川 要
ノノ 谷 井 俊 仁
，， 根 津 由喜夫
教育 深 井 甚 コ
系
，， 徳 楕 曜
教養 立 川 健 治
，， 気賀海 保 規
，， 吉 田 俊 則
W 文 学 の 世 界 。教養 二 村 文 人 教養 二 村 文 人 教育 佐 々 木 浩
人文 山 口 幸 祐 人文 山 口 幸 祐
教育 呉 羽 長
，， 佐 々 木 浩
平成 4 年1 1 月 10 日 現在
（＠は， 分科会長を示す。）
円i
教科部名 分科会委員 部会委員 総合科 目 部会委員
V 言 語 と 文 化 。人文 赤 阪 賢 人文 赤 阪 賢 未定
人 ，， 浅 井 亨 他 1 名未定
，， 鈴 木 敏 昭
文 ノノ 釘 貫 亨
II 末 原 達 郎科 小 津 浩ノ／
A子4 VI 芸 術 の 世 界 。教育 遠 藤 幸 一 教育 遠 藤 幸 一 人文 岩 井 瑞 江
人文 岩 井 瑞 江 ，， 辰 巳 昭 典
系 教育 辰 巳 昭 典
ノノ 松 本 清
I 社 会 理 論 と 現 代 。経済 坂 口 正 志 経済 坂 口 正 志 教養 中 河 伸 俊
，， 浅 見 克 彦 ノノ 浅 見 克 彦
教養 中 河 伸 俊
社 ，， 松 井 暁
E 法 と 政 治 教育 淡 川 典 子 未定 未定
経済 安 村 勉 未定
II 滝 川 敏 明
よτE』;;: 教養 大 薮 龍 介
E 産 業 と 経 済 ＠経済 伊 藤 格 夫 経済 伊 藤 格 夫 未定
，， 佐 藤 良 一 I/ 小 島 満
，， 唐 津 博科 ，， 森 岡 裕
，， 芳 賀 健 一
，， 小 島 満
弓主以二． ，， 武 脇 誠
W 地 域 と 生 活 。経済 中 藤 康 俊 経済 中 藤 康 俊 人文 水 内 俊 雄
人文 浜 谷 正 人 教養 溝 口 常 俊
，， 水 内 俊 雄
系 教育 北 林 吉 弘
経済 竹 川 慎 吾
ノ，， 酒 井 富 夫
教養 溝 口 常 俊
I 地 球 と 環 境 。理学 封 馬 勝 年 理学 封 馬 勝 年 理学 堀 越 叡
教育 相 場 恒 雄 教養 小 林 武 彦
自 ，， 刑 座 圭太郎
／／ 宇 井 啓 高
理学 広 岡 公 夫
然 ／／ 川 崎 一 郎
，， 堀 越 叡
，， 氏 家 r台科
，， 水 谷 義 彦
ノノ 佐 竹 洋
λ一子ll. ，， 庄 子
教養 小 林 武 彦
，， 竹 内 章
系 E 生 命 の 世 界 。理学 官 井 道 ニ 理学 官 井 道 コ 理学 井 上 弘
教育 渡 遺 ，， 鳴 橋 直 弘
，， 田 中 玉目匹
円ノ同月I
教科部名 分科会委員 部会委員 総合科 目部会委員
理学 鳴 橋 直 弘
／／ 黒 田 英 世
ノノ 井 上 弘
，， 小 松 美英子
工学 小 平 憲 一
，， 畠 山 豊 正
，， 川 崎 博 幸
自 教養 鈴 木 邦 雄，， 菊 川 茂
E 自 然 の 構 造 。教養 塩 谷 俊 作 教養 塩 谷 俊 作 教育 野 村 昇
教育 野 村 昇 ，， 森 克 徳
，， 市 瀬 和 義
理学 棲 井 醇 児
／／ 松 島 房 和
，， 安 田 祐 介
，， 山 口 晴 司空売 ノノ 吉 村 敏 章
，， 中 谷 訓 幸
// 丹 保 豊 和
教養 手 塚 昌 郷
，， 西 村 克 彦
，， 森 克 徳
W 数 理 の 世 界 。教養 苦言 玉日E 占tムロ 教養 葛 Z日E ・tム口 経済 中 島 信 之
科 教育 浅 沼 照 雄 理学 菅 谷 孝経済 中 島 信 之
理学 官 谷 孝
ノノ 東 川 和 夫
（工学 1 名未定）
V 技 術 の 世 界 。工学 宮 下 尚 工学 宮 下 尚 工学 能登谷 久 公
教育 中 井 ふ寸孟皐一． ，， 女 川 博 義
，， 竹 内 茂 禰
A守M二． 工学 諸 橋 昭 一
// 平 沢 良 男
／ノ 岩 城 敏 博
，， 佐々 木 基 文
，， 山 田 茂
ノ〆 作 井 正 昭
ノノ 女 川 博 義
，， 西 塚 典 生
，， 山 崎 登志成系 ，， 佐 貫 須美子
，， 能登谷 久 公
羽 生 活 の 科 学 。教育 原 稔 教育 原 稔 工学 島 崎 長一郎
ノノ 加 藤 征 江 ，， 諸 問 晴 美
，， 諸 問 晴 美
ノノ 神 川 康 子
，， 中 川 昨
／／ 石 原 努
- 73 -
教科部名 分科会委員 部会委員 総合科 目 部会委員
教育 穴 山 彊
ノノ 結 城 善 之
ノノ 松 川 ＝ 郎自
，， ＝ 浦 鏡 子
工学 島 崎 長一郎
，， 井 上 正 美吠
，， 山 口 信 吉
VII 情 報 の 科 学 。工学 八 木 寛 工学 八 木 寛 工学 米 国 政 明
教育 山 西 潤 一 ，， 中 山 岡。科
工学 佐 々 木 和 男
I/ 岡 田 裕 之
，， 長 谷 博 行子Aふ！：
，， 中 山 剛
，， 山 淵 龍 夫
，， 松 田 秀 雄系
，， 贋 瀬 貞 樹
，， 岡 部 肇
，， 米 国 政 明
外 国 語 第 1 人文 福 田 立 明 未定 未定
ノノ 奥 田 平八郎
教育 荻 原 洋
教養 湯 川 純 幸
，， 奥 村 譲
共 ノノ 佐 藤 清 人
E 外 国 語 第 2 。教養 奥 貫 晴 弘 人文 矢 沢 英 一 教養 藤 田 正 春
人文 矢 沢 英 一 II 藤 本 幸 夫
，， 藤 本 幸 夫 教養 奥 貫 晴 弘
通 教養 別 本 明 夫 ／／ 上 野 隆 三
，， 上 野 隆 二 ノノ 勝 野 良 一
／ノ 勝 野 良 一 ／／ 藤 田 正 春
，， 藤 田 正 春
基 健 康 ・ ス ポ ー ツ 科 学 。教養 福 田 明 夫 教養 福 田 明 夫 教養 福 田 明 夫
教育 中 川 孝
，， 横 山 泰 行
礎 ，， 西 川 友 之
教養 布 村 忠 弘
／／ 大 川 信 行
’情 報 処 理 。工学 山 淵 龍 夫 工学 山 淵 龍 夫
／／／／ 科 他未定
= Eコ き阿五口 表 現 。経済 武 井 勲 経済 武 井 勲
人文 浜 谷 正 人
教育 宇 井 啓 高
目 ，， 向 後 千 春
経済 竹 川 慎 吾
理学 演 本 伸 治
工学 西 塚 典 生
教養 筒 井 洋 一
，， ムラジ7 '1・ メ 7') －・ 7 ン
aaA 円i












































（ O ） 
｜ 組織制度専門委員会 ！
委 員 人文学部
委 員 II 
委 員 教育学部
委 員 II 
委 員 経済学部
委 員 グ
委 員 理 学 部
委 員 II 
委 員 工 学 部
委 員 ρ 
委 員 教 養 部










委 員 人文学部 。提 山
委 員 II 小 川
委 員 教育学部 佐々 木
委 員 II 贋 瀬
委 員 経済学部 竹 川
委 員 II 中 島
委 員 理 学 部 金 坂
委 員 II 吉 田
委 員 工 学 部 宮 下
委 員 ρ 長谷川
委 員 教 養 部 吉 田
委 員 II 山 本
F円U円i
（注〉 。は， 主査を示す。



